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第 1章 事業の概要 

１．事業の概要 

（１）事業の名称 

令和 7 年度「博物館機能強化推進事業（博物館振興団体の中間支援組織としての経営
基盤強化実証事業）」 

 
 

（２）事業の背景と目的 

文化庁においては、自治体財政の逼迫や国内経済の低迷で経営基盤が脆弱化する博物
館がこれからの機能強化を達成するためには、博物館振興団体等による中間支援の構築
と、その実現のための経営基盤強化を検討する必要があるとの認識から、令和５年度に
おいて博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関する実証事
業）、令和６年度において博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の
促進に関する調査研究実証）を実施してきた。令和 6 年度の事業においては、博物館振
興団体が外部資金獲得を実現することによる博物館の外部資金獲得に向けた支援の可能
性や、博物館振興団体の中間支援組織としての役割を広報することの必要性を確認し、
課題解決に向けた調査・実証を行った。 

博物館振興団体が中間支援組織として博物館への支援の可能性を広げるため、本事業
では、これまでの事業で得られた成果や手法をモデル化し、国内の博物館振興団体に経
営基盤強化の取り組みを横展開する。中間支援組織としての機能と体制強化を実証事業
の中で推進することで、我が国の博物館振興に寄与する中間支援機能の実装に向けた検
証を行うことを目的とする。 

 
 

（３）推進体制 

本事業は文化庁からの委託を受け、受託者である株式会社丹青研究所が、再委託先で
ある公益社団法人日本動物園水族館協会（以下、日動水と表記する）及びかまくらさち
こ株式会社との協働により推進した。また、令和 6 年度事業では公益財団法人日本博物
館協会（以下、日博協と表記する）における実証事業を行ったため、同協会の参画も得
て事業を推進した。 

 
 

（４）事業の内容 

本事業において実施した実証事業の概要は次のとおりである。 
詳細は第 2 章以降において記載する。 
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①既存の博物館振興団体の発信力の強化と寄付受け入れの強化 
日動水にファンドレイザーを配置し、日動水・ファンドレイザー・丹青研究所の三

者でのワーキンググループを設置した。 
本事業の工程のうち、前半では日動水の外部資金調達に関する現状分析、ドナーピ

ラミッドの作成を実施、これをふまえて本事業内で実施する具体的なファンドレイジ
ングアクションの洗い出しを行った。コアメッセージの検討については、本事業開始
時点において、日動水が令和 7（2025）年に「JAZA 将来構想 2025」を策定していた
ため、この将来構想のメッセージを活用することとした。 
後半では、具体的なファンドレイジングアクションを推進、同協会の発信力の強化

と寄付受け入れ強化のための基盤整備を行った。 
 

１）ファンドレイザーの配置、ワーキンググループ進捗会議の開催 
・日動水に、ファンドレイザーとして認定ファンドレイザーの資格を有するかまく

らさちこ株式会社の鎌倉幸子氏（以下、ファンドレイザーと表記する）を配置し
た。 

・日動水とファンドレイザー、丹青研究所の三者でのワーキンググループを設置し
た。 

・全 7 回のワーキンググループ進捗会議を開催した。第 1 回～第 4 回を計画フェー
ズとし、日動水の外部資金獲得に関する現状把握、支援者・ステークホルダー分
析、ドナーピラミッドの確認と今年度の実施計画策定を行った。第 5 回～第 7 回
は実施フェーズとし、主に維持会員の属性把握と具体的なニーズ把握と施策検討、
一般寄付、遺贈寄付増加に向けた基盤整備やツール作成の確認を行った。 

 

２）外部資金獲得に関する現状分析と実施計画策定 
・日動水の外部資金獲得の状況とその課題について各種既存資料の分析とヒアリン

グを実施した。 
・日動水の支援者やステークホルダーを確認し、同協会のドナーピラミッドを作成

した。 
・ドナーピラミッドのなかでも本事業で取り組むメインターゲットを設定し、それ

ぞれに対して今年度取り組むファンドレイジングアクションを洗い出し、実施計
画を策定した。 

 

３）外部資金獲得に向けた基盤整備 
・維持会員の増加、既存の維持会員の口数増加に向けた施策検討のため、現在の維

持会員に対するアンケートとヒアリングを実施した。これをふまえて維持会員制
度の見直しを含めた施策を検討した。あわせて、維持会員入会や口数増加を勧誘
するためのプレゼンシートを作成した。 

・遺贈寄付受け入れに向けて、日動水の事務局が遺贈に関する基礎的な知識を把握
するため、遺贈寄付の専門家である遺贈寄附推進機構株式会社・齋藤弘道氏のレ
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クチャーを実施した。あわせて、日動水が外部事業者のサービスにおける遺贈寄
付・寄付先団体に登録し、現金以外の遺贈や包括遺贈にも対応できるようにした。
さらに、日動水のイベントの際等に同協会が遺贈寄付を受け付けていることを広
報できるよう、チラシを作成した。 

・一般寄付受け入れの増加に向けて、寄付者の利便性を高めるため、クレジットカ
ード等でのオンライン寄付に対応できるシステムを導入した。 

・日動水のホームページにおける「ご支援のお願い」ページを改修し、日動水のメ
ッセージや取り組みを提示するとともに、寄付メニューをわかりやすく一覧でき
るようにした。さらに、日動水のホームページのどのページを閲覧している際も、
「ご支援のお願い」ページ内の一般寄付と野生動物保護募金のセクションにリン
クするボタンが表示されるようにした。 

・日動水における特定寄付金、野生動物保護募金、災害見舞金について、寄付規程
において全額が当該の使途に使われる規程となっており、それぞれの寄付の受け
入れや事務手続き等の協会の管理費に活用できるルールとなっていなかったため、
規程の改訂に向けた検討を行った。 

 

②令和 6 年度事業の推進状況についての分析・検討 
令和 6 年度に実施した公益財団法人日本博物館協会の経営基盤強化に向けた実証事

業と「博物館への寄付ポータル」立ち上げをふまえ、その推進状況や運用状況の確
認と課題分析を行うこととし、日博協の事務局と、ファンドレイザーとともにフォ
ローアップミーティングを 2 回実施した。ミーティングでの協議をふまえ、今後の短
期的な取り組みと中長期的な取り組みを整理し、短期的な取り組みについて推進し
た。 
短期的な取り組みは以下のとおりである。 
・日博協への寄付強化に向けて、寄付を依頼する際のシナリオ作成、賛助会員入会

に向けたチラシを作成した 
・「博物館への寄付ポータル」に関しては、「博物館への寄付ポータル」を広報する

チラシを作成し、全国博物館大会において配布・周知を実施するとともに、その
際のシナリオを作成した。あわせて会員館に掲載を依頼する広報活動を行った 

・クラウドファンディングに挑戦したい会員館への支援をファンドレイザーととも
に実施した 

・日博協ホームページへの企業広告スペースの掲載に向けた検討を行った 
 

③発信力強化・寄付受け入れ強化に向けた外部サービス情報の集約・共有 
日博協や日動水における経営基盤強化の実証事業を推進するなかで、寄付の受け入

れ強化や発信力強化を実現するため、クレジットカード等でのオンライン決済シス
テムや、プレスリリース配信サービス等、いくつかの外部サービスを導入・活用した。
国内の博物館振興団体ひいては博物館が寄付を受け入れる際や広報活動を行う際の
効率的・効果的な推進に貢献するため、令和 6 年度事業も含めて本事業を推進するな
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かで得られた関連サービスの情報を、「経営基盤強化のためのリソースガイド―発信
力強化・寄付受け入れ強化に向けて博物館振興団体及び博物館が活用できるサービ
ス集」としてまとめた。 
 

（５）事業の工程 

本事業は下記の工程で実施した。 
 

 
  

9月

①

１）
ファンドレイザーの配置、ワーキ
ンググループ進捗会議の開催

２）
外部資金獲得に関する現状分析と
実施計画策定

３）外部資金獲得に向けた基盤整備

②

③

報告書の作成

発信力強化・寄付受け入れ強化に向け
た外部サービス情報の集約・共有

3月
令和8（2026）年

業務内容
10月 11月 12月

既存の博物館振興団体の発信力の強化
と寄付受け入れの強化

令和6年度事業の推進状況についての分
析・検討

令和7（2025）年
1月 2月



 

5 
 

第２章 調査研究及び実証事業の展開 

１．課題の整理をふまえた本事業の展開 

（１）令和６年度の調査研究内容とその成果 

令和 6 年度「博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関す
る調査研究実証）」（以下、令和 6 年度事業と表記する）では、令和 5 年度「博物館機能
強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関する実証事業）」（以下、令和
5 年度事業と表記する）における博物館の中間支援組織に関する調査研究内容をふまえ、
日博協を実証の場とし、寄付受け入れの強化、発信力の強化のための基盤整備を実施し
た。これは、博物館振興団体が中間支援組織の役割・機能を果たしていくためには団体
の経営基盤強化が必要であるという令和 5 年度の調査検討結果にもとづいたものである。 

令和 6 年度事業では、日博協にファンドレイザーを配置し、ともに外部資金獲得に向
けた基盤整備を行うなかで博物館振興団体における経営基盤強化に関する大きな成果を
得ることができた。具体的な成果は下記のとおりである。 

 

・外部資金獲得に関する現状把握と支援者の詳細の把握、日博協内でファンドレイジン
グに関する知識の蓄積を行った 

・ファンドレイザーから得た知識や、関連事業者等の外部連携先を活用し、外部資金獲
得に関する具体的なアクションについて明確化を行った 

・収入源の多様化に向けた検討を行った 
・今後、ファンドレイザーを配置する場合の契約のあり方に関する知見をまとめること

ができた 
・外部資金獲得を促進するためのツールや仕組みの整備を行った 
・外部資金獲得に向けた広報の必要性や効果的なあり方を明確にし、実践を行った 

 
 

（２）中間支援体制の構築に向けた博物館振興団体における課題 

本年度の事業の推進にあたり、令和 5 年度事業、令和 6 年度の事業成果をふまえ、博
物館振興団体における課題を整理し、そのうえで優先的に取り組むべき事項と対応策を
明確化した。 

 

①国内の博物館振興団体における課題 
令和 5 年度事業においては、博物館振興団体を取り巻く環境や課題として、以下の

ことが議論された。 
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【博物館振興団体の現状における課題】 

■運営資金の不足 
会費、中心的構成団体からの資金、協賛金、寄付金、委託事業等の受託費等が少
なく、十分な活動や中間支援が行えない 

■マンパワーの不足 
少人数での事務局運営、ボランタリーを基本とする意思決定組織・委員会等の運営
により、十分な活動が行えない 

■望ましい資金循環の欠如 
運営資金の確保、事業内容の充実、加入メリットの向上という流れを生み出す仕組
みが構築できていない 

■各団体相互間の連携体制の不足 
施策の方向性の全体共有、協働する事業展開が可能なプラットフォームが形成でき
ていない 

■社会全体への発信不足 
情報発信が会員館や博物館界等への内部向けのものに偏り、「主体としての社会」
に対する発信ができていないことにより、博物館やそれを支える振興団体の意義や
魅力が社会と共有できていない 

※出典：令和 5 年度「博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関する実証事業）」 

 
 

博物館振興団体が中間支援組織として博物館への支援を強化していくためには、上
記のような環境や課題を改善し、経営基盤を強化することが求められる。このため
に必要なことを明確にし、課題の把握と解決策の明確化に取り組んでいくことが重
要である。 
したがって、令和 7 年度は日博協とは別の振興団体を対象として、実証事業に取り

組み、さらに具体的かつ効果的な解決策の把握等を行う必要がある。あわせて、令和
6 年度事業において外部資金獲得に関連するサービス等の情報を蓄積することができ
たため、博物館振興団体の経営基盤強化に資する取り組みとして、これらの情報を他
の既存の博物館振興団体にも共有することも有効であると考えられる。 

 

②令和 6 年度事業に関する課題 
令和 6 年度事業で日博協にて実施した基盤整備は、知識の蓄積やホームページの整

備、オンライン寄付を受け付けられる窓口の整備等、ファンドレイジングのファー
ストステップにあたるフェーズである。博物館振興団体が、博物館の中間支援体制
をより充実させていくためには、基盤整備を行った後も、整備したツールや仕組み
を活用し、継続的に運用・発展させ、経営基盤を強化していくことが求められる。 
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【令和 6年度事業において今後の展望として挙げられた事項】 

■中間支援体制構築のための外部資金獲得に向けた基盤整備 
・会員のメリット明確化による会員増 
・企業の広告スペース設置による収入源拡大 
・クラウドファンディング事業者からのパートナー報酬獲得の継続 
■中間支援組織における博物館の外部資金獲得に向けた支援の可能性の把握 
・中間支援組織として博物館の外部資金獲得支援の継続、公益事業と会員館メリット

のバランス・あり方検討 
■中間支援組織における広報の必要性の把握 
・外部メディアが参照しやすい HP 表現の改善 
・各博物館の広報と組織自身の広報の両輪で推進 

※令和 6 年度「博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関する実証事業）」より要約 

 
 

（３）令和６年度の調査研究結果をふまえた本事業の展開 

本事業においては、（２）の課題をふまえて、下記の事業を実施することとした。 
 

①既存の博物館振興団体の発信力の強化と寄付受け入れの強化 
令和 6 年度事業で実施した実証事業の横展開として、国内の博物館振興団体の経営

基盤強化を進めるため、既存の博物館振興団体を実証の場として発信力の強化と寄付
受け入れの強化の実証事業を行う。 
本事業においては、日動水を実証の場として選定し、事業を推進することとした。

選定の理由は次のとおりである。 
 

【日動水を実証の場として選出した理由】 

・館種別の博物館振興団体として、公益社団法人の法人格を有している 
・国内の 140 の加盟園・館の集まりとして、個別の園・館では担えない事業を日本全

体の視野、国際的な視野に立って行っており、各園館の機能強化を図るための中間
支援体制を構築しうる組織である 

・動物園・水族館は、博物館のなかでもクラウドファンディングや物納寄付等の取り
組みが活発であり、それを支える博物館振興団体として外部資金獲得への課題意識
がある 

 

②令和 6 年度事業の推進状況についての分析・検討 
令和 6 年度事業で実施した各種取り組みの現状をファンドレイザーとともに日博協

とフォローアップミーティングをもって確認し、課題の分析を行った。あわせて、今
後の取り組みについて検討・整理し、短期的に取り組める事項を実施した。 
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③発信力強化・寄付受け入れ強化に向けた外部サービス情報の集約・共有 
令和 6 年度事業及び①の実証事業において得られた、寄付の受け入れ強化や発信力

強化に関する外部連携先やそのサービス等の情報をとりまとめ、博物館振興団体が
活用できるリソースとして作成した。 

 
具体的な調査研究及び実証事業の内容は次頁以降に記載する。 
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２．既存の博物館振興団体の発信力の強化と寄付受け入れの強化 
本項では、令和 6 年度事業の横展開を目的に、日動水を実証の場として推進した、既存

の博物館振興団体の発信力の強化と寄付受け入れの強化の取り組みについて報告する。 
 

（１）ファンドレイザーの配置、ワーキンググループ進捗会議の開催 

本事業では、令和 6 年度事業と同様の体制・プロセスとし、日動水にファンドレイザ
ーを配置して、日動水・ファンドレイザー・丹青研究所の三者でワーキンググループを
設置した。 

ワーキンググループでの活動は、「分析・計画フェーズ」と「改善・実施フェーズ」の
2 段階にわけて実施し、三者での進捗会議を計 7 回実施した。分析・計画フェーズでは、
ファンドレイジングに関する基礎知識の把握や同協会の現状把握をふまえ、本事業のメ
インターゲットの設定、実施計画の策定を行った。改善・実施フェーズでは、より具体
的なターゲットの属性把握に基づく施策検討や、具体的な基盤整備の取り組みを行った。 

 

①ファンドレイザーの配置 
ファンドレイザーを日動水に配置した。全 7 回のワーキンググループ進捗会議を実

施し、同協会の外部資金調達に関する現状の確認や、今後の施策検討のための提案・
アドバイス及び協議、広報ツールの作成等を行うことを業務内容とした。 

 

②ワーキンググループ進捗会議、打ち合わせ等開催概要 
令和 7 年 10 月から令和 8 年 2 月にかけて、日動水・ファンドレイザー・丹青研究所

でのワーキンググループの活動及び進捗会議を実施した。あわせて必要に応じて、下
記の外部事業者に協力・連携を依頼し、打ち合わせを実施した。 
 

■協力・連携を依頼した外部事業者 
 

外部事業者 協力・連携の理由 打ち合わせ内容 
遺贈寄附推進機構 
株式会社 

遺贈寄付の一般的な現状や種類、手
続き等の知識の蓄積のため 

遺贈寄付に関する基礎知
識、現状についてのレク
チャー 

READYFOR 
株式会社 

現金以外の遺贈寄付受け入れのた
め。また、日動水が遺贈寄付を受け
入れていることをより広く発信する
ための相談・協力体制構築のため 

「レディーフォー遺贈寄
付サポートサービス」の
内容や登録手続について 
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本事業内で実施したワーキンググループ進捗会議や外部事業者との打ち合わせは下
記のとおりである。 

※下記表内では、ワーキンググループ進捗会議を WG と表記する 

第１回WG 日動水とファンドレイザーとの情報共有、外部資金獲得に関する基礎知
識勉強会 

日時：令和 7年 10月 7日（火）13:30-15:30 
議題：①日動水の状況、国内動物園・水族館の状況 

・日動水のミッション・現状(事業・組織・財務) 
・現在の外部資金獲得の状況・課題 
・支援者・ステークホルダーの状況 
・国内動物園・水族館の状況 

   ②外部資金獲得に関する基礎知識レクチャー 
  ▼ 

第２回WG 日動水の外部資金獲得に関する現状分析、メインターゲットの協議 
日時：令和 7年 10月 20日（月）15:00-17:00 
議題：①日動水の外部資金獲得状況の分析結果について 

②日動水の支援者・ステークホルダーの分析結果について 
   ③外部資金獲得に向けたメインターゲットについてディスカッション 

  ▼ 

第３回WG ドナーピラミッドの確認、法人寄付の取り組み協議、寄付金規程の確認 
日時：令和 7年 11月 11日（火）13:30-15:30 
議題：①ドナーピラミッドについて 

②法人寄付に向けた今後の取り組み 
   ③寄付金規程について 

  ▼ 

遺贈寄付レクチャー（遺贈寄附推進機構株式会社：齋藤弘道氏） 
日時：令和 7年 11月 13日（木）13:30-15:15 
・遺贈寄付に関する基礎知識のレクチャー 

  ▼ 

第４回WG 今年度の実施計画検討、ホームページ改修検討 
日時：令和 7年 11月 27日（木）10:00-12:00  
議題：①今年度取り組む外部資金調達に向けた基盤整備について 
   ②「ご支援のお願い」ページの改修について 

  ▼ 

READYFOR株式会社打合せ 
日時：12月 10日（水）11:00-12:00 
・「レディーフォー遺贈寄付サポートサービス」について 

  ▼ 

 



 

11 
 

第 5回WG ホームページ改修検討、広報ツール確認、今年度の実施計画確認 
日時：令和 7年 12月 16日（火）13:30-15:00 
議題：①「ご支援のお願い」ページの改修について 
   ②維持会員向け PRシート、法人向けプレゼンシート 
   ③今後の取り組み確認 

  ▼ 

第 6回WG 進捗状況確認、維持会員調査確認、広報ツール・ホームページ改修確認 
日時：令和 8年 1月 20日（火）13:30-15:30  
議題：①アクションリストの確認 
   ②維持会員アンケート集計結果 
   ③維持会員のヒアリング計画 
   ④維持会員の特典等見直しについて 
   ⑤法人向けプレゼンシート 
   ⑥「ご支援のお願い」ページ、維持会員ページデザイン案について 
   ⑦遺贈寄付チラシ案について 

  ▼ 

第 7回WG 維持会員制度改善の施策協議、ホームページ改修確認、実証事業の総括 
日時：令和 8年 2月 26日（木）10:00-12:00 
議題：①維持会員ヒアリング結果と今後の施策 

②法人向けプレゼンシート 
   ③「ご支援のお願い」ページの確認 

④実証事業の総括 
 
 

（２）日動水における外部資金獲得に関する現状分析 

日動水における外部資金獲得に関する取り組み状況や受け入れ状況、事務局の状況・
要望を確認した。現状分析の結果をまとめる。 

 

①現在の寄付メニュー・会員制度 
日動水の現在の寄付メニュー及び会員制度を確認した。詳細は次頁のとおりである。

このほか、災害時に災害見舞金として寄付を募集することがある。 
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■寄付メニュー 
 

一般寄付 日動水の活動全般に活用を使途とした寄付メニュー 
野生動物保護募金 野生動物の保全活動への活用を使途とした寄付メニュー。基本

的には加盟園館現地での募金箱にて受け入れている 
遺贈・相続財産から
の寄付 

遺贈や相続財産からの寄付を受け入れている 

 
■会員制度 

 
正会員 会員は動物園・水族館の園館長。動物園 91、水族館 49、計 140

園館が会員となっている ※2026 年 2 月現在 
維持会員 個人・団体向けの会員制度で、主には企業等の団体を対象とし

ている。99 団体が加盟している 
 

②外部資金獲得の状況 
過去 10 年間の財務関連資料を確認し、外部資金獲得の状況を分析した結果、下記の

ような状況であることが分かった。 
 

・寄付金は、平常時は年によって変動がある 
・寄付金は、災害時に急増する傾向がある 
・会費収入は経年の変化は大きくなく安定している。維持会員は増加傾向にある 
・野生動物保護募金は少額寄付の積み重ねで成立している。多くは加盟園館における募

金箱によるもの。加えて、ソフトバンクの携帯電話使用料やポイント、PayPay 等で
寄付できる「ソフトバンクつながる募金」、セブンイレブン等の買い物で貯まるマイ
ルを寄付できる「セブンマイルプログラム」に登録している 

・遺贈は直近 3 年で 2 件受領。そのほか、遺言書作成時点での行政書士からの問い合わ
せが 1 件あった 

・株式会社フェリシモと「フェリシモいきもの未来基金」を設置し、フェリシモの商品
販売のうち一部を日動水への野生動物保護募金への寄付となる仕組みを設けている 

・2025 年に株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループ（MUFG）からの寄付によ
り、「MUFG 生物多様性保全研究助成基金」を創設。加盟園館の研究事業の助成を行
っている 

 

③事務局の状況・要望 
事務局へのヒアリングを行い、外部資金調達に関して、次頁のような状況や要望を

確認した。 
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■外部資金調達に関する事務局の状況・要望 
 

事務局全般 ・事務局は専務理事・事務局長に加えて職員 5 名。事務局のマンパ
ワー不足が課題。寄付受け入れの専属の担当を配置するのは難し
い 

・出版事業による事業収益が同協会の収入の大きな柱の一つになっ
ている等、収入源に多様性がないことを危惧している。寄付等フ
ァンドレイジングでの外部資金獲得を考えたい 

会員制度 ・アニマルウェルフェア（動物福祉）が国内外で重視されているこ
とをふまえ、正会員（加盟園館）を積極的に増やす取り組みは行
っていない。また、企業倫理を重視する点からも入会基準を厳し
くする方向で動いている 

・正会員のみがログインして利用する専用のホームページがあり、
加盟園館からのお知らせを掲載する際等に活用している。 

・維持会員（主には企業・団体）は、加盟園館からの推薦制であ
る。増加傾向にあるのは会長による声掛けによるもの。1 口 5 万
円で、複数口寄付しているのは 99 団体中 30 団体。複数口寄付の
うちほとんどが 2-3 口、1 社が 10 口を寄付している 

・動物園・水族館への営業機会を持ちたい維持会員への特典とし
て、加盟園館が動物園・水族館の設備や施設の改善事例や取り組
みについて研究発表や情報交換を行う「設備会議」への出席とそ
の際の情報提供機会を提供している。令和 5（2023）年からは
「通常総会」でのブース出展、プレゼンテーションの機会提供を
試行している。維持会員とのコミュニケーションの改善を検討し
たい 

遺贈寄付 ・遺贈寄付受け入れに向けた取り組みは特に行っていない。遺贈寄
付の問い合わせがあった際に対応している状況 

・一般的に、近年動物関連の遺贈寄付をする人が増えていると聞い
ている。遺贈寄付を増やしたい 

一般寄付その他 ・クレジットカード決済等、オンライン寄付の仕組みを整えたい 
・災害時の寄付や特定寄付金、野生動物保護募金に関しては、現状

の規程では事務局経費を受け取れないため、管理費として一定の
割合を受け取れるよう、規程を改訂したい 

 
 

（３）本事業のメインターゲットの設定、実施計画の策定 

日動水へのヒアリングを重ね、同協会の支援者・ステークホルダーの深掘を行い、本
事業のメインターゲットを設定した。あわせて、メインターゲットごとに今年度取り組
むファンドレイジングアクションを整理し、実施計画を策定した。 

 



 

14 
 

①支援者・ステークホルダーの確認 
事務局ヒアリングから、下記のとおり支援者及びステークホルダーが確認された。 
 

■日動水の支援者及びステークホルダー         ※令和 7（2025）年 10 月現在の数値 
 

正会員（加盟園館長） 140 会員、ゆるやかに減少傾向 

飼育技師資格 受験者  毎年 500 名程度で横ばい 

研究者 研究事業を多く行っていることから、研究者との関
わりが多い 

会友 106 人、動物園・水族館園長を 5 年以上経験した人 

動物園・水族館の来園・来館者 主には加盟園館の来園・来館者 

維持会員 99 団体、増加傾向にある 

環境・生態系の多様性等に関心
の高い企業 

維持会員以外の法人からの寄付は現状多くないが、
株式会社三菱 UFJ フィナンシャル・グループからの
寄付により「MUFG 生物多様性保全研究助成基金」
の設置や、株式会社フェリシモと提携し、「フェリシ
モいきもの未来基金」の設置を行っている 

 

②過去の支援者のドナージャーニーの把握 
ドナージャーニーとは、支援者（ドナー）が団体やプロジェクトと出会い、関心を

持ち、寄付をし、継続的な関係を築いていく一連のプロセスをさす。過去に日動水へ
寄付した寄付者の中で、特に大口の法人寄付者、遺贈寄付者がどのような経緯で寄付
に至ったのかを確認した。 
遺贈に関しては、行政書士や遺族からの連絡により受け入れ手続きのみを行ってい

る状況で、寄付の動機等の聞き取りを実施できておらず、最低限の情報にとどまった。
遺贈寄付希望者からの問い合わせがあった場合、その寄付希望者の属性や動機を把
握すること、遺贈寄付があった場合には、できる範囲で遺族の方にどのような経緯で
遺贈に至ったのか等をヒアリングすることの重要性を把握した。 
 

③ドナーピラミッドの作成 
上記（２）にて整理した外部資金の獲得状況や、①、②で日動水にヒアリングした

支援者・ステークホルダーの状況、ドナージャーニーをふまえ、同協会のドナーピラ
ミッドを作成した。 
令和 6 年度事業と同様に、同協会が動物園・水族館の集まりであるという特性上、

ドナーピラミッドを「動物園・水族館」と「企業・法人・個人」の左右二つに分け
て表記した。  
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■日動水のドナーピラミッド 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※かまくらさちこ株式会社作成 

 

④本事業のメインターゲットの設定 
日動水の外部資金獲得の状況や支援者の状況、そして事務局の要望をふまえ、本事

業におけるメインターゲットを１）維持会員、２）遺贈寄付、３）一般の人々からの
通常寄付 1と設定した。 

 
■本事業のメインターゲット 

 

１）維持会員 
加盟園館への営業の機会を持ちたい維持会員への特典やコミュニケーションのあ

り方の見直しに対する事務局の要望がある。過去 2 年間、通常総会でのブース出
展、プレゼンテーション機会の提供を試行する等見直しに向けた活動を開始してい
る。あわせて、維持会員数は増加傾向であり、現在は主には会長による声掛けがき
っかけとなっているが、維持会員を増やす、及び既存の維持会員の口数を増やすた
めの組織としての施策を検討する余地があると判断した。 

２）遺贈寄付 
これまで、積極的に遺贈寄付増加に向けた取り組みは行っていない状況で、

直近 3 年に 2 件の遺贈寄付の受け入れがあったことや、遺言書作成時点での行
政書士からの問い合わせが過去にあったことから、日動水への遺贈寄付のニー
ズはあるといえる。遺贈寄付受け入れに向けた施策を検討することで、今後の
遺贈寄付の増加を見込めるとした。 

 
 

1 ここでは、日動水において、主に一般の人々からの寄付メニューとして設定している、一般寄付と野生動物保護募
金を「通常寄付」と定義する。 
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３）一般の人々からの通常寄付 
日動水ホームページから誘導する一般の人々からの寄付の受け入れが現状銀行振

込のみでの受け入れとなっており、利便性が低い状況であることや、野生動物保護
募金等において同協会の管理費を受け取ることができないという課題の解決に向け
た取り組みを行うこととした。 

 

⑤実施計画の策定 
今年度中に実施する施策を検討し、以下のように実施計画を策定した。現状、事務

局において通常業務の業務量が多く、外部資金調達を担当する職員を配置すること
が難しいという状況において、事務局職員に負担をかけることなく、本事業後も継
続的に寄付の受け入れに向けた発信ができることを重視した計画とした。 
 

 
■実施計画 

 
１．維持会員増加・既存維持会員のステップアップに向けた施策 
① 現在の維持会員に対するアンケート調査の実施 

② アンケート調査をふまえた維持会員へのヒアリング調査 

③ 維持会員制度における今後の施策検討 

④ 法人に向けたプレゼンシートの作成 

⑤ 日動水ホームページにおける維持会員制度ページの新設 
２．遺贈寄付受け入れに向けた施策 
① 遺贈受け入れに関する基礎知識の把握 

② 遺贈寄付を受け入れるための外部機関との連携 

③ 広報ツールの作成 
３．通常寄付受け入れに向けた施策 
① クレジットカードでのオンライン寄付の設定 

② 一般の人々から寄付を受け入れる多様な方法の検討 

③ 日動水ホームページでの広報の充実 
４．日動水の寄付関連ページの改修・新設 
① 「ご支援のお願い」ページの改修 

② 維持会員向けページの新設 
５．寄付規程の改訂 

① 特定寄付金、野生動物保護募金、災害見舞金の寄付規程の改訂 

  



 

17 
 

（４）維持会員増加・既存維持会員のステップアップに向けた施策 

今後の維持会員の増加や、既存の維持会員のステップアップ（口数増加）に向けた施
策の検討に向け、現在の維持会員に対するアンケート調査とそれにもとづいたヒアリン
グ調査を実施し、現在の会員の流入経路やニーズ把握を行った。これをふまえて、今後
の維持会員入会の候補となる団体や既存の維持会員へのアプローチ施策を検討し、日動
水へ提案を行った。 

さらには、維持会員制度の情報発信のため、同協会のホームページ内に維持会員制度
のページを新設した。 

 

①現在の維持会員に対するアンケート調査の実施 

１）調査の概要 
現在の維持会員を対象に流入経路や維持会員制度の特典等に対する意向・ニーズを

把握するアンケート調査を行った。調査の概要は下記のとおりである。 
 

手法 Google フォームを活用したオンラインでのアンケート調査 

対象 現在の日動水の維持会員 

期間 令和 7（2025）年 12 月 9 日～12 月 19 日 

調査項目 

・日動水を認知したきっかけ 
・維持会員に入会した経緯 
・維持会員に入会を決めた決定要因 
・現在の特典のうち、メリットを感じているもの 
・新しい特典として期待するもの 

回収数 48 団体 

 

■設問項目 
 

Q１．当協会をどのようにお知りになりましたか 
「その他」を選択された方は、具体的にお教えください。 

〇当協会の会長や理事、職員を通じて 
〇取引先の動物園・水族館を通じて 
〇同業者など他社・他団体を通じて 
〇インターネットで調べて 
〇わからない 
〇その他  ※自由回答 
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Q２．当協会の維持会員に入会した経緯をお教えください 
「その他」を選択された方は、具体的にお教えください。 

〇当協会の会長や理事、職員に勧められた 
〇当協会の加盟園館の園長・館長や職員に勧められた 
〇動物園・水族館へ自社製品や自社サービスを PR したく、当協会関係者に

入会を希望した 
〇動物園・水族館へ自社製品や自社サービスを PR したく、加盟園館の関係

者に入会を希望し、推薦を依頼した 
〇わからない 
〇その他  ※自由回答 

 
Q３．維持会員に入会を決めた決定要因で、最もあてはまるものをお答えください 

「その他」を選択された方は、具体的にお教えください。 
〇維持会員の特典が魅力的だったから 
〇当協会との関係を深めたかったから 
〇加盟園館の関係者との関係を深めたかったから 
〇わからない 
〇その他  ※自由回答 

 
Q４．現在の特典について、最もメリットを感じている特典をお答えください 

〇発行物への広告掲載（事業概要、動物園水族館雑誌など） 
〇月報の配布（メール） 
〇事業概要の送付 
〇動物園水族館雑誌・年報の会員特別価格での頒布（3 口以上は無料） 
〇設備会議への出席 
〇当協会 HP へのリンク（維持会員名簿一覧でのリンク） 
〇当協会 HP のトップページでの広告バナー表示 
〇維持会員証の交付 
〇通常総会への招待（10 口以上の会員のみ） 
〇通常総会での PR（プレゼンテーションや展示ブースの機会提供） 
〇わからない 

 
Q５．現在の特典について、２番目にメリットを感じている特典をお答えください 

（選択肢は Q４．と同様） 
 
Q６．現在の特典について、３番目にメリットを感じている特典をお答えください 

（選択肢は Q４．と同様） 
 
Q７．今後、新しい特典として期待することがあればお教えください  ※自由回答 
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２）調査結果 
アンケート調査から、維持会員の流入経路や特典へのニーズに関して把握できたこ

とは以下のとおりである。 
 
・取引先の動物園・水族館や同業者等維持会員にとって身近なところから日動水を知

るパターンが多いが、インターネットで調べて知るという団体も存在する。 
・入会の目的・決定要因として、自社製品や自社サービスの PR が目的である団体が

多く、加盟園館との関係を深めたいという意向が強い。 
・特典に関しては、設備会議への出席をメリットとして感じている団体が多い。上記

入会の目的・決定要因でも見られたように、自社製品や自社サービスの PR、加盟
園館との関係構築の機会が重要であるととらえていると考えられる。 

・動物園雑誌や年報、月報等、日動水の発行物をメリットとして感じる団体も比較的
多い。 

・今後の新しい特典としては、営業機会の創出・拡大、人材育成・教育の充実、情報
提供の充実といった観点での回答が見られた。 

 
設問ごとの結果は以下のとおりである。 

 
■設問ごとの調査結果 

 
Q１．日動水を認知したきっかけ 
「取引先の動物園・水族館を通じて」という回答が 24 件と最も多かった。次いで、
「同業者など他社・他団体を通じて」が 9 件であった。回答は少ないが、「インター
ネットで調べて」という回答が 2 件あった。 
 

  
「その他」の回答 
前任より引き継いで維持会員登録させて頂いております。／従来から入会
をしており、当時の担当者の状況は不明／過去の職員／元動物園社員 
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Q２．維持会員に入会した経緯 
「自社製品や自社サービスを PR したく、当協会関係者に入会を希望した」という回
答が 15 件と最も多かった。次いで、「当協会の加盟園館の園長・館長や職員に勧めら
れた」が 13 件であった。 
 

  
「その他」の回答 
従来から入会をしており、当時の担当者の状況は不明／最新情報や知識を
得たい／以前入会をしていましたので再入会をしました／維持会員の同業
者から紹介を頂いた 

 
Q３．維持会員に入会を決めた決定要因 
「加盟園館の関係者との関係を深めたかったから」という回答が 28 件と最も多かっ
た。次いで、「当協会との関係を深めたかったから」が 10 件であった。回答は少ない
が、「維持会員の特典が魅力的だったから」という回答が 2 件あった。 
 

  
「その他」の回答 
動物園・水族館が置かれている現状をより詳しく理解したかったから／動
物園水族館の発展維持の一助になればと思い入会を希望しました／園館
特有の技術または課題について、情報蓄積の意義を感じた為／情報発信
等を熱心にされているから 
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Q４．最もメリットを感じている特典 
「設備会議への出席」という回答が 15 件と最も多かった。次いで、「発行物への広告
掲載」「月報の配布」「動物園水族館雑誌・年報の特別価格での頒布」がいずれも 8 件
であった。 

 

 
 
 
Q５．2 番目にメリットを感じている特典 
「発行物への広告掲載」「月報の配布」という回答がいずれも 9 件と最も多かった。
次いで、「動物園水族館雑誌・年報の特別価格での頒布」「協会 HP のトップページで
の広告バナー表示」がいずれも 5 件であった。 
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Q６．３番目にメリットを感じている特典 
「わからない」という回答が 9 件と最も多かった。次いで、「事業概要の送付」が 7
件、「協会 HP へのリンク」が 6 件であった。 

 

 
 
Q７．今後新しい特典として期待すること 
下記のような回答が寄せられた。回答内容は、「営業機会の創出・拡大」「人材育成・
教育支援の充実」「情報提供の充実」「その他の意見・要望」の 4 つの観点に大別され
る。 
 

分類 回答 

営業機会の 
創出・拡大 

各動物園、水族館様への商品ご紹介、ご提案の機会 
動物園水族館とのビジネスマッチングや案件化・共同研究等 
個別で水族館を訪問する、目的としては製品 PR とお困りごとの探
求と解決策提案です。その際は協会維持会員として快く受け入れて
いただきたい。 
設備会議における展示ブースの充実や会社製品 P.R タイムの拡大。 
貴会との共催セミナー（オンライン）等、場所を問わず動物園・水
族館の皆様に、情報提供機会を設けられること。 
総会後の懇親会など会員との交流の場の機会や充実に期待します 
総会への参加 

人材育成・ 
教育支援の 
充実 

飼育技師試験「学生版」の様な資格や等級か証明出来るようなもの
が在りますと、飼育ハンドブックを使った勉強に意義がより創出さ
れ、深まると考えています。また、学生が飼育動物や動物園水族館
をテーマにした JAZA 主催である研究発表の機会などが、得られま
したら幸いです。 
加盟施設での環境教育の実施 
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情報提供の 
充実 

各加盟施設の職員名簿やメールアドレス一覧を頂きたい（業
務連絡用） 
遠方で参加できない講演やイベントの WEB 参加権 
例えば、世界の動物園水族館の情報をある程度まとめて得
る、何らかの入手手段の提供 
動物園水族館の求人情報 

その他の 
意見・要望 

海外動物園の視察ツアーを企画していただき、それへの参加資
格の付与 
沢山の製造業の方に会員になって頂きたい。その中で色々な選
択を正会員様にご提供を出来る様になったら良いと考えます。 
特典とは違いますが、希望としては情報交換会での業者と水族
館・動物園関係者が分かりやすいように色分けして頂ければ幸
いです。 

 

 

②アンケート調査をふまえた維持会員へのヒアリング調査 

１）調査の概要 
維持会員増加や既存の維持会員の口数増加に向け、会員にとってメリットの大きい

特典や特典の活用方法、及び入会候補団体や既存の会員への有効なアプローチ方法
等について探るため、維持会員に対してヒアリング調査を実施した。調査はオンライ
ン会議システムを活用して行った。 
対象者は、①のアンケート調査の回答をふまえ、より深掘して情報収集することが

有効と考えられる団体を選出した。対象者とその選定理由は下記のとおりである。 
 
会員 A（会費 3口） 
選定理由 3 口の入会であり、アンケート調査で「同業界の他社にも維持会員になっ

てもらい、加盟園館にさまざまな選択肢を紹介したい」という回答をして
おり、その意図や想定している他社についてヒアリングするため。 

調査項目 ・入会の経緯 
・他団体の維持会員入会に関して 
・現在の特典の活用状況 等 

 
会員 B（会費 3口） 
選定理由 3 口の入会であり、アンケート調査にて、新しい特典として期待すること

に「加盟施設での環境教育の実施」と回答しており、その意図やイメージ
をヒアリングするため。 

調査項目 ・入会の経緯 
・加盟施設での環境教育の実施に関して 
・現在の特典の活用状況 等 



 

24 
 

会員 C（会費 1口） 
選定理由 アンケート調査にて、日動水を認知したきっかけとして「インターネット

で調べて」と回答しており、その経緯をヒアリングするため。また、自社
商品の各動物園・水族館への紹介・提案の機会を求める回答をしており、
そのニーズを深掘するため。 

調査項目 ・入会の経緯 
・各動物園・水族館への商品紹介、提案の機会に関して 
・現在の特典の活用状況 等 

 

２）調査結果 
ヒアリング調査から把握できた維持会員の要望や課題は以下のとおりである。 

 

・維持会員が、入会前に特典について詳細に理解していないケースがある 
・維持会員の多くは、加盟園館とのつながりをつくることを目的に設備会議や通常総

会に参加し PR を行っているが、設備会議・通常総会の加盟園館側の参加者が直接
の営業対象でない場合がある 

・営業活動を行うにあたり加盟園館とのつながりをつくりたいため、日動水に加盟園
館の担当を紹介してほしいと考えている維持会員がいる 

・商品やサービスの PR だけでなく、企業の社会貢献活動として実施している環境教
育を実施できる館を紹介してほしいと考えている維持会員がいる 

・日動水が掲げる 4 つの役割等のミッションの部分を維持会員に理解してもらい「日
動水を支える」という意識を醸成することが重要という意見があった 

 
ヒアリング調査結果の詳細は下記のとおりである。 

 
会員 A 
入会の経緯 水族館の方から日動水について聞き、日動水の理事を通じて設備会

議へ出席し研究発表をしたのがきっかけである 
設備会議は自社製品を効果的に紹介できる場であると感じ、入会の
決め手となった 
3 口納入の理由は、特典のメリットが口数に応じて多くなることよ
りも、日動水をより支援したいという意図である 

他団体の維持会
員入会に関して 

大手企業に、日動水の理念に賛同してもらい、維持会員に入会して
もらえたらよいと考えている 
大手企業は特典に対して明確なメリットを感じるというよりは、日
動水の掲げる 4 つの役割に賛同するかどうかが重要と考える 
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特典の活用状況 設備会議、通常総会には出席しており、通常総会終了後の情報交換
会も参加している。総会でのプレゼンテーションも参加している
が、プレゼンテーションよりも、情報交換会等で個別に 1 対 1 で話
すことの方が意味があるだろう 
現在は日動水が外部とつながる機会は設備会議と通常総会しかない
が、飼育に関連する会議に、餌の研究をしている団体等が参加する
等、外部との接点を増やしてはどうか 
動物園水族館雑誌は興味深く読んでいる 

その他 会社からの寄付は、効果があるものでないと実現しない。会社にと
って商品 PR や企業イメージの向上といった意義付けが重要 
自社製品の売上に応じて日動水へ寄付できる仕組みは可能性がある
と考えている。具体的な支援方法を検討中である。 
日動水の持つ 4 つの役割は、民間企業や大学の力を積極的に借りて
実行していくべきだろう。日動水は振興団体として民間や国をつな
ぐハブとなり、役割達成に資する技術や知見を有する民間が、環境
省等に対して政策提言を行えるようになるとよい 
生態系保全等の観点から、国に対して声をあげることへの期待をこ
めて日動水を支援している 

 
会員 B 
入会の経緯 加盟園において環境教育に関するイベントを実施していたことか

ら、当該園の園長より紹介してもらい、日動水を認知した。同会員
のもつ環境教育プログラムを全国の動物園・水族館で展開するため
には、園館と関係性をつくりたいと考え、入会した。 
同会員の企業としての社会貢献活動を通じて、動物園とのつながり
があり、日動水に加盟していることでスムーズにコミュニケーショ
ンができるというメリットがあった 

加盟施設での環
境教育の実施に
関して 

企業の社会貢献活動として、熱帯雨林の減少に関連する環境教育プ
ログラムを持っており、動物園等や出張授業として実施している。
日動水の加盟園館で実施できる園館を紹介してほしい。 

特典の活用状況 広告掲載を実施している 
維持会員のロゴマークがあるのであれば、ホームページ等に掲載す
ることは考えられる 

その他 期間限定であれば、商品の一部を日動水への寄付とする寄付つき商
品をつくることは可能。同会員と日動水でのプライベートブランド
を作成することもできる 
加盟園館のショップで販売するオリジナル商品を開発することも可
能 
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会員 C 
入会の経緯 同業他社から日動水の存在について聞いたのが日動水を最初に認

知した経緯である。その後、ブランドの認知向上や具体的なビジ
ネスに向けた加盟園館へのタッチポイントを増やしたいと考え、
日動水について調べたのがきっかけである 
日動水の維持会員になることで、動物園・水族館とのより密接な
関係構築が可能になるのではと考えた。当初はどのような接点が
持てるのか具体的なイメージは持っておらず、維持会員の特典に
ついて詳細を分かっていなかった。 

商品紹介、提案
の機会 

加盟園館に営業したい場合、誰にコンタクトを取ればよいかを日
動水から紹介をお願いできるとありがたい 
日動水から、同団体の強みやアピールしたいポイントをふまえた
加盟園館へのビジネスマッチングをお願いできると理想的である 
広報やマーケティング、ショップの担当者とのコネクションづく
りをサポートしてほしい 

特典の活用状況 設備会議に出席して商品展示をしているが、設備会議の参加者
は、同会員が営業対象とする動物園・水族館のショップに関連す
る部署の方々ではないため、営業機会につながりにくいと感じて
いる 
設備会議では商品を展示し、立ち寄ってもらうのを待つスタイル
であるため、受け身の状態である。カタログ配布やプレゼンテー
ション等の機会があるとよいとも思うが、参加者が営業対象では
ない方々であるため、大きな効果は見込めないかもしれない 
特典で配布・頒布される年報や事業概要で、入館者数や飼育動物
の状況を確認している 

その他 加盟園館との関係性をより密接にできる形であれば、日動水や加
盟園館への寄付や協働の可能性はあると考えている 
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③維持会員制度における今後の施策検討 
アンケート調査、ヒアリング調査をふまえ、下記のような課題が明らかになった。 

 
[課題 1] 多くの維持会員は加盟園館とのつながりの創出、関係の深耕を求めている 

・自社商品やサービスの営業活動のため、加盟園館とのつながりをつくりたい維持
会員が多い。営業活動をスムーズにするため、日動水に加盟園館の担当を紹介し
てほしいと考えている 

・環境教育等、企業の社会貢献活動プログラムを加盟園館で実施したいと考えてい
る維持会員も存在し、加盟園館とのつながりの面でのサポートを求めている 

[課題 2] 入会前の特典への理解が不足しているケースがある 
・入会前に特典についての情報提供が十分でなく、維持会員が内容を詳細に理解し

ていないケースがある 

[課題 3] 設備会議・通常総会の参加者が直接の営業対象でない場合がある 
・特典の中で、設備会議への出席を最もメリットとして感じている維持会員が多い

が、維持会員によっては、設備会議・通常総会の加盟園館側の参加者が直接の営
業対象でないケースがあり、設備会議や通常総会に出席しても PR 効果を感じら
れていない会員もいる 

[課題 4] 維持会員への日動水の役割の理解促進が重要 
・日動水が掲げる 4 つの役割等のミッションの部分を維持会員に理解してもらい

「日動水を支える」という意識を醸成することが重要という意見が維持会員から
挙がった 

 
上記をふまえ、維持会員制度に関して今後の検討の方向性と今後の具体的なアクシ

ョン案について、ワーキンググループにおいて検討を行った。一部、今年度実施でき
たものには【今年度実施済】と表記した。 

 
[課題 1] 多くの維持会員は加盟園館とのつながりの創出、関係の深耕を求めている 

 
検討の方向性 
・日動水側が、維持会員の強みやアピールポイントを理解し、加盟園館において関

連する取り組み等がある場合にマッチングする 
・会員が加盟園館に提供できる社会貢献プログラム等を加盟園館へ紹介する 

▼ 
具体的なアクション案 
・維持会員の強みやアピールポイントを把握するためのアンケート調査等を行い、

情報収集を行う。アンケート結果を正会員専用ページに提示し、維持会員と加盟
園館のマッチングにつなげる 

・既存の正会員に企業との連携についてのヒアリングやアンケート調査を行う 
・正会員専用ページのお知らせセクションで、維持会員が加盟園館で実施できる教

育プログラム等、加盟園館で実施できる社会貢献活動を紹介する 
 



 

28 
 

[課題 2] 入会前の特典への理解が不足しているケースがある 
 

検討の方向性 
維持会員に関心のある企業・団体に向けては、入会前に特典について詳細な情報を
提供する 

▼ 
具体的なアクション案 
・日動水ホームページで維持会員の特典をすべて表示する【今年度実施済】 
・維持会員入会は加盟園館の推薦が前提であるため、加盟園館へ維持会員の特典に

ついて周知する 
・維持会員入会に関するわかりやすいリーフレット等を作成する 
・維持会員のロゴマークが活用されていないため、活用の方針を内部で協議する 

 
[課題 3] 設備会議・通常総会の参加者が直接の営業対象でない場合がある 

 
検討の方向性 
設備会議、通常総会以外での維持会員と日動水・加盟園館のタッチポイントを増や
す 

▼ 
具体的なアクション案 
・現在実施している加盟園館を含めた会議の中で、維持会員に開放できるものがあ

るか検討する 
・加盟園館の広報やマーケティング、物販等の職員とのオンラインミーティング等の

機会を検討する 
 

[課題 4] 維持会員への日動水の役割の理解促進が重要 
 

検討の方向性 
4 つの役割を改めて認識してもらえるようなメッセージの発信を含めた広報が必要。
また、企業向けには、広報活動や企業イメージ向上につながる特典を明確に打ち出
し、支援の意義をアピールする 

▼ 
具体的なアクション案 
・リニューアルする「ご支援のお願い」ページに日動水の将来構想等について分か

りやすく提示する【今年度実施済】 
・企業向けのプレゼンテーションの資料の中に日動水のミッションについて示す

【今年度実施済】 
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④法人に向けたプレゼンシートの作成 
アンケート調査及びヒアリング調査をふまえ、今後、維持会員の増加や既存維持会

員の口数増加に向けて、対象者へアプローチを行う際に活用できるプレゼンシートの
ひな型を作成した。 
あわせて、大口の法人寄付を見据えて、法人に向けた同協会の PR、寄付の依頼に向

けたプレゼンシートの案も作成した。プレゼンシートの構成として、地球規模の課題
の提示、企業が環境等に与えている影響、自然関係財務情報開示（TNFD）の必要性、
日動水と連携するメリット、フィリップ・コトラーが提唱する「社会的責任のマー
ケティング」 （下記の■参考を参照）をベースとした協働提案とした。 
維持会員プレゼンシート、法人に向けたプレゼンシートはどちらも、今後日動水が

状況にあわせて修正・追記していくものとして作成している。 
 
効果的なプレゼンシートを作成するために重視したポイントは以下のとおりである。 

 
・団体のミッションと解決したい社会課題を示す 
・視覚的に伝わりやすいよう、文字だけでなく図表や画像を活用する 
・団体が取り組む社会課題や実施している事業の成果について、可能な限りエビデン

スとなるデータや具体的な数値を示す 
・支援・協力についての具体的なイメージを伝えるため、さらには法人からのさまざ

まな形での支援を取り込むため、具体例を示す（本事業では、上記で述べたとお
り、フィリップ・コトラーが提唱する「社会的責任のマーケティング」における 6
つの取り組みを参考に団体と法人の連携イメージを示した。下記参考を参照） 

・「支援してください」よりも、「一緒に活動してもらえませんか」という協働を促す
アプローチとする 

 
 

■参考 
「社会的責任のマーケティング」における企業の社会的取り組みー6 つの戦略オプション 2 

 
[1] コーズ・プロモーション 

社会課題への認知や関心を高めるために、企業のリソースを活用して寄付や参加を促
す広報・啓発活動 
企業が資金、物資、その他のさまざまな企業資源を寄付することにより、自らの社会
的コーズ（主張）に対する意識や関心を高め、この主張のための資金調達、人々の参
加、ボランティアの人材募集を支援する取り組み。代表的なものとしては、特定の社
会問題に対する意識や関心を高めるコミュニケーション、潜在的なドナーやボランテ
ィアによる貢献、主張、支援行動への参加を呼びかけるコミュニケーション等が挙げ
られる 

 
2 右記より間接引用（太字下線部分は事務局で内容を意訳したもの）：フィリップ・コトラー. 社会的責任のマーケ

ティング―「事業の成功」と「CSR」を両立する. 東洋経済新報社, 2007 
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[2] コーズ・リレーテッド・マーケティング 
商品の売上収益の一部を寄付に充てることで、購入行為と寄付を結び付けるマーケテ
ィング手法 
企業が製品の売上から得られた利益を何らかの組織に寄付すること。たいてい、時間
を限定し、特定の製品や慈善活動に対して実施される。最大の特徴は、製品の売上や
取引に応じて寄付を実施することにある 

 
[3] ソーシャル・マーケティング 

公衆衛生や環境保護等のために、人々の望ましい「行動変革」を促すキャンペーンの
企画・支援 
公衆衛生・治安・環境・公共福祉の改善を求めて、企業が行動改革キャンペーンを企
画、あるいは実行するための支援手段。常に「行動変革」が焦点であり、めざす成果
である 

 
[4] コーポレート・フィランソロピー 

慈善団体等に対し、金銭やモノ、サービスを直接的に寄付する、最も基本的な社会貢
献活動 
企業が慈善団体やコーズに対して行う直接的な寄付行為。多くの場合、現金、製品、
サービス等の寄付という形で実施される。企業が実施するすべての社会的取組の中で
最も伝統的である。関連する用語としては、地域社会貢献、地域社会関係活動、企業
市民活動、コミュニティ・アフェアーズ等が挙げられる 

 
[5] 地域ボランティア 

従業員が地域や社会のために行う自発的なボランティア活動を積極的に後押しする取
り組み 
従業員、取引先企業、フランチャイズ企業が、地域のコミュニティ組織やコーズを支
援するために自らの時間を進んで提供することに対し、企業が支援・推奨するという
取り組み。ボランティア活動には、従業員たちが専門知識、才能、アイデア、もしく
は肉体労働等を自主的に提供することも含まれる 

 
[6] 社会的責任に基づく事業の実践 

法規制や社会のニーズへの対応ではなく、企業の価値観や行動規範等に基づいて行う
自主的な社会的課題への取り組み 
環境保護やよりよい地域社会の実現といった社会的コーズの支援を目的とする自主的
な事業活動や投資のこと。他の取り組みと異なるのは、取り組みが法や監督官庁によ
る規制、社会の期待等に対応するために行われているのではなく、道徳や倫理の基準
に照らして「自主的に」行われていることである 
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■維持会員増加に向けたプレゼンシート（ひな型） 
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■既存維持会員の口数増加に向けたプレゼンシート（ひな型） 
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■法人寄付獲得に向けたプレゼンシート案 
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46 
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⑤日動水ホームページにおける維持会員制度ページの新設 
これまで、日動水ホームページにおける維持会員についての説明は基本的な情報に

とどまっており、特典等についての詳細の情報が提示されていなかった。そのため、
本事業において維持会員制度を紹介するページを新たに制作した。日動水ホームペー
ジ内の寄付ページ「ご支援のお願い」ページからリンクする形で、維持会員の入会
の条件、特典、入会プロセスについて伝えるものとした。 
あわせて、同ページ上に入会に必要な書類の PDF データへのリンクを配置した。維

持会員入会に興味のある団体や入会を希望する団体へこのページを案内するだけで、
入会希望団体へ情報と必要書類を渡すことができるようになり、スムーズな情報提
供と事務局の入会事務の軽減につながるものとなった。 
※具体的なページ内容の詳細については P57 以降を参照 
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（５）遺贈寄付受け入れに向けた施策 

遺贈寄付については、受け入れ体制整備と発信力拡大のための取り組みを行った。具
体的な取り組みは下記のとおりである。 

 

①遺贈寄付に関する基礎知識の把握 
遺贈寄附推進機構株式会社の齋藤弘道氏へ依頼し、一般的な遺贈寄付の現状・意義

や種類、遺贈寄付を推進するための体制整備等、遺贈寄付を受け入れるための基礎
知識についてレクチャーを行った。 

 

②遺贈寄付を受け入れるための外部機関との連携 
日動水においては、原則として現金の遺贈寄付のみを受け付けているが、有価証券

や不動産の遺贈及び包括遺贈等の相談が届いた場合にも対応できるよう、外部機関
との連携を推進した。 
具体的には、READYFOR 株式会社が運営する「レディーフォー遺贈寄付サポート

サービス」の遺贈寄付受け入れ団体に登録した。同サービスのホームページ内、「動
物分野のご紹介可能な団体例」に、日動水が掲載されている。 
https://izo.readyfor.jp/organizations/6Z6LVfXa  

 

③広報ツールの作成 
これまで日動水においては、遺贈寄付を受け入れていることを積極的に広報してい

なかったが、同協会のイベント時等に簡便に情報提供ができるよう、広報のための
チラシを作成した。作成したチラシは次頁以降に記載する。 

 
  

https://izo.readyfor.jp/organizations/6Z6LVfXa
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■遺贈寄付広報チラシ 
 （オモテ） 
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（ウラ） 
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（６）通常寄付受け入れに向けた施策 

日動水には、一般の人々から受け入れる通常寄付のメニューとして、一般寄付と野生
動物保護募金がある。これらの通常寄付の受け入れを強化するため、オンライン寄付が
受け入れられるシステムの導入と、ホームページの改修を行った。 

 

①オンライン寄付プラットフォームの導入 
一般の人々からの通常寄付に関して、より利便性の高い寄付の受け入れ窓口をつく

るため、クレジットカード等を使ってオンラインでの寄付ができるプラットフォーム
を導入した。オンライン寄付のプラットフォームサービスの中から、非営利団体の寄
付に特化しており、維持管理費用が無料で、機能がシンプルな Syncable（株式会社
STYZ のサービス）に登録した。 
同協会が常時募集している通常寄付としては、使途を特定しない一般寄付と、野生

動物保護募金の二つがあることから、Syncable の中で二つのポータルページを作成
し、公開した。令和 8（2026）年 2 月に公開し、今年度中に 2 件の寄付があった。3 
 

  

 
3 令和 8（2026）年 3 月 23 日現在 
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■一般寄付 
 

トップページ URL：https://syncable.biz/associate/JAZA2  

 
 

 
  

https://syncable.biz/associate/JAZA2
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「支援する」ページ URL：https://syncable.biz/associate/JAZA2/donate   
 
  

https://syncable.biz/associate/JAZA2/donate
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■野生動物保護募金 
 

トップページ URL：https://syncable.biz/associate/JAZA    

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

https://syncable.biz/associate/JAZA
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■野生動物保護募金 
 

「支援する」ページ URL：https://syncable.biz/associate/JAZA    

 
  

https://syncable.biz/associate/JAZA
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②日動水ホームページでの広報の充実 
日動水ホームページ内、「ご支援のお願い」ページにおいて、一般寄付と野生動物保

護募金について、オンラインでの寄付ができる導線を設けるとともに、既に導入して
いる、野生動物保護募金の「ソフトバンクつながる募金」や「セブンマイルプログラ
ム」についての情報を明記した。 
あわせて、加盟園館における募金箱についても画像を添えて情報を追加した。 
※具体的なページ内容の詳細については P57 以降を参照 

  



 

57 
 

（７）「ご支援のお願い」ページの改修 

日動水の外部資金調達に関する発信力向上を図るため、日動水ホームページにおける
「ご支援のお願い」ページの改修を実施した。 

 

①日動水ホームページ内「ご支援のお願い」ページの状況と課題 
これまでの「ご支援のお願い」ページの構成は下記のとおりである。 

 
■これまでの「ご支援のお願い」ページの構成 

 
①公益団体としての認定 
②ご支援のお願い（社会的課題、日動水の取り組み、寄付メニューの紹介） 
③維持会員制度 
④野生動物保護募金 
⑤ご寄付・ご遺贈・相続財産からの寄付 
⑥税制上の優遇措置 
⑦お問い合わせ・お申込み先 

 
これまでのページは、寄付を考える支援者のアクションにつながりづらい状況であ

った。具体的には下記のような課題があり、それぞれの解決策を検討した。 
 

■これまでの「ご支援のお願い」ページの課題と解決策 
 

課題  解決策 
日動水の対峙する社会的課題やそれに対
する取り組みについての記載が少なく、
またテキストのみでの説明となってお
り、支援者にとって日動水の活動が見え
づらい 

▶ 

「JAZA 将来構想 2025」をふまえなが
ら、社会的課題とそれに呼応する日動
水の取り組みを、画像を添えて説明す
る 

寄付の方法が記載されていない 
▶ 

それぞれの寄付メニューにおける寄付
方法を記載する 

野生動物保護募金に関して、既に実施し
ている寄付サービス（ソフトバンクつな
がる募金、セブンマイルプログラム）を
記載できていない 

▶ 

寄付サービスについて記載し、寄付サ
ービスのページのリンクを掲載、寄付
サービスへの導線をつくる 

維持会員についての情報（入会条件、入
会プロセス、特典等）が十分に記載され
ていない 

▶ 
維持会員の特典や入会プロセスに関す
る情報をすべて記載する 

ページを見た人がその場でオンラインか
ら寄付できる仕組みがない 

▶ 
クレジットカード等でのオンライン寄
付の仕組みを導入する 

テキスト中心のページとなっており、読
み手の興味関心を引きにくい 

▶ 
1 スクロールに最低一つの画像を追加
し、訴求力の高いページとする 
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②「ご支援のお願い」ページの再構成 
上記の課題をふまえ、ページの再構成を検討した。あわせて、維持会員制度に関し

ては十分な情報提供を行うため、「ご支援のお願い」ページから誘導する新規ページ
を作成した。再構成にあたっては、下記のポイントを重視した。 

 
・寄付メニューを伝えるまえに、社会的課題や日動水の理念を伝える 
・日動水の取り組みを、できるだけ具体的に伝える 
・より詳細な取り組みや成果に関しては、既存ページへのリンクを添える 
・各寄付メニューが一覧で見られるようにする 
・加盟園館から画像提供を受け、動物園・水族館の魅力を感じさせるポジティブなイメ

ージのページとする 
・これまで明示していなかった、法人からの寄付に関する情報も記載する。日動水が法

人からの寄付を受け入れていることを示すとともに、MUFG との連携事例を示すこ
とで、寄付を検討している企業に対し、日動水との連携のイメージを伝える 

・維持会員制度のページでは、現状の特典をすべて明記し、イメージ画像を加える 
・維持会員に入会を希望する団体の、入会へのアクションをスムーズにするため、ま

た、事務局における入会事務の負担を軽減するため、維持会員制度のページから入会
書類をダウンロードできるようにする 

 
改修後のページ構成、維持会員制度ページの構成は下記のとおりとした。 

 
■改修後の「ご支援のお願い」ページの構成 

 
①社会的課題、動物園・水族館の意義 
②「JAZA 将来構想 2025」と日動水の具体的な取り組み 
③支援者へのメッセージ 
④寄付の方法 ※維持会員制度に関してはこのセクションで下記の維持会員制度ページへ誘導 

⑤税制上の優遇措置 
⑥問い合わせ 
 

■維持会員制度ページの構成 
 

①入会について 
②特典について 
③入会のプロセス ※このセクションで入会書類がダウンロードできるように設定 

④問い合わせ 
 

  



 

59 
 

■改修後の「ご支援のお願い」ページイメージ 
 

「ご支援のお願い」ページ URL：https://www.jaza.jp/about-jaza/support 

 
 

  

https://www.jaza.jp/about-jaza/support
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62 
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■維持会員制度ページ 
 

維持会員制度ページ URL：https://www.jaza.jp/about-jaza/support-membership 

 
 
 
 
 
 
 
  

https://www.jaza.jp/about-jaza/support-membership
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②寄付へ誘導するリンクボタンを追加 
「ご支援のお願い」ページへの案内は、日動水ホームページのページ上部に並ぶグ

ローバルメニューの一つとなっている（下記図の青枠内）が、より訴求力を高めるた
め、「ご支援のお願い」ページ内の、「一般寄付」、「野生動物保護募金」のセクショ
ンに誘導するボタン（下記図の赤枠内）を、日動水ホームページ内のどの部分を閲覧
していても表示される仕様とした。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（８）寄付規程の改訂に向けた検討 

日動水における外部資金獲得に関する現状分析のフェーズであげられた課題として、
災害時の寄付や特定寄付金、野生動物保護募金に関して、現行規程では事務局経費を受
け取れないというものがあった（P13 参照）。上記の寄付金に関して、事務局における連
絡対応や領収書発行等の事務手続きにかかる人件費・経費分を、寄付金のうち一定の割
合を受け取ることができるよう、同協会におけるそれぞれの寄付規程の条文について改
訂案を作成した。 

改訂案に関しては、公益財団法人 公益法人協会の相談室に問い合わせ、問題がないこ
とを確認した。 
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３ 令和 6年度事業の推進状況についての分析・検討 
本項では、令和 6 年度事業で実施した実証事業について、現在の推進状況を分析・検討

した結果を報告する。 
 

（１）令和 6 年度事業で実証した事項 

下記に、令和 6 年度事業において実践した具体的な基盤整備の内容を整理する。 
 

Ⅰ日博協への寄付に関する取り組み 

１．一般寄付増加のための取り組み 

・日博協のホームページ内「寄附のお願い」ページの改修 
 ※「寄附のお願い」ページ：https://www.j-muse.or.jp/about/donations/ 
・クレジットカード決済システムの導入 
・一般寄付募集チラシの作成 
・呼びかけ先のリスト化 

２．遺贈寄付獲得に向けた取り組み 

・READYFOR 株式会社の遺贈寄付受け入れ団体として登録 
・日動水のホームページ内に「遺贈による寄付」ページの追加 

３．会員関連の取り組み 

・賛助会員の企業紹介を現在のリンクページに追加 
・呼びかけ先のリスト化 

Ⅱ博物館への寄付ポータルの設置 

・クラウドファンディング事業者・CAMPFIRE とのパートナーシップ締結 
・会員館のクラウドファンディングプロジェクトの発掘・支援 
・「博物館への寄付ポータル」の立ち上げ 

※「博物館への寄付ポータル」：https://www.j-muse.or.jp/donation_portal/ 

Ⅲ収入源拡大のための取り組み 

・日博協ホームページのトップページに企業による広告スペースを設置することを検討
し、可能なあり方の案を作成 

※令和 6 年度「博物館機能強化推進事業（経営基盤強化に向けた組織改革の促進に関する実証事業）」より要約 

 

（２）推進状況の確認 

令和 6 年度事業で協働したファンドレイザーとともに、日博協とのフォローアップミ
ーティングを実施した。 

https://www.j-muse.or.jp/about/donations/
https://www.j-muse.or.jp/donation_portal/
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①日博協とのフォローアップミーティングの実施 
下記のとおり 2 回実施した。 

 
回 日付 内容 

第 1 回 
 

令和 7（2025）年 
11 月 4 日（火） 

１．令和 6 年度事業の推進状況確認 
２．今後の取り組みに向けたアドバイス 

第 2 回 令和 8（2026）年 
2 月 12 日（木） 

１．今後の取り組み（短期的な取り組み） 
２．博物館寄付ポータルの状況 

 

②日博協における令和６年度事業の推進状況の確認 
第 1 回のフォローアップミーティングで確認した進捗状況は以下のとおりである。 

 
※数値等はすべて令和 7 年 11 月 4 日時点の状況 

確認項目 日博協の推進状況等 

Ⅰ日博協への寄付に関する取り組み 
１．一般寄付の状況 
「寄付のお願い」ペー
ジのリニューアルに対
する内部・外部からの
反応 

・外部からのレスポンスが薄い状況。知人経由で企業まわ
り、日博協の説明をしている。企業に関しては、地道な積
み上げが必要と感じている 

・オンライン寄付プラットフォームの Syncable を活用し、ク
レジットカード等でのオンライン寄付が可能となった。導
入から令和 7 年 11 月までに 4 件の一般寄付があった 

・寄付の取り組みや企業へのアプローチを組織の事業として
組めていない。内部での外部資金調達に対する意識づけは
進めている 

・広報担当（資金調達を含めて）を組織内に配置ができず、
取り組みが難しい状況  

「寄付のお願い」ペー
ジに飛ぶボタンを日博
協ホームページのトッ
プページの目立つ位置
（ページ右上等）に入
れることは可能か 

・スタッフ不足、繁忙のため着手できていない 

一般寄付の広報に関す
る状況（学会・イベン
トでの呼びかけ、チラ
シ配布等） 

・図書館総合展 2025 での「日本博物館協会のパンフレット」
及び「寄附の呼びかけのチラシ」配布を実施。かなりの数
を配布でき、反応がよかった。図書館業界にも関心を持っ
てもらえた（日博協への認知が高まった） 
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２．会員関連 
会員増加に向けた取り
組み・広報の状況 
（団体会員／個人会員
／賛助会員） 

・図書館総合展 2025 出展企業へ賛助会員入会説明を実施 
・賛助会員増加に向けて、営業活動を行っている 

賛助会員増加 ・今年度以降、2，3 社増加。全国博物館大会にて営業活動が
できることをメリットとして感じて入会したのではないか。
営業のチャンスをねらって賛助会員になる企業のなかには、
大きなメリットを感じなかった場合に退会する企業もある 

・賛助会員になりたいという相談を受けることはよくある。
近年、賛助会員に興味をもつ企業は、企業の営業活動に直
結するような日博協からのサービスを求める傾向が強い
が、日博協から積極的に顧客紹介はできないと説明している 

・賛助会員制度は、日博協を支えるための会員制度であり、
企業と信頼関係を保って進めてきた 

賛助会員の紹介文の追
加状況 

・令和 7（2025）年 4 月から 10 月までで 7 件追加。自社の紹
介文を載せている賛助会員は全部で 15 社。紹介文を追加す
るように呼びかけてはいるものの、日博協への支援はする
が博物館へのアピールを重視していない企業も多いようであ
る 

３．遺贈寄付 
READYFOR を通じた
遺贈寄付の相談・受入
状況 

・なし 

日博協ホームページ
「遺贈による寄付」へ
内部・外部からの反応 

・なし 

その他遺贈に関する問
い合わせの有無 

・司法書士法人から、遺贈を希望している顧客がおり、受領可
能かという問い合わせを受け、可能である旨回答した 
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Ⅱ「博物館への寄付ポータル」関連の取り組み 
「博物館への寄付ポー
タル」に対する内部・
外部からの反応 

・京都府立堂本印象美術館より、クラウドファンディング支
援に関する問い合わせがあった（詳細は※１に記載） 

会員館への寄付情報の
掲載依頼状況 

・ 「博物館への寄付ポータル」に関して、会員館に対して説明
を行っている 

掲載件数 
 

・クラウドファンディング：1 件 
・一般寄付：6 件 
・会員制度：4 件 
・ふるさと納税：1 件 
・物品寄付：0 件 

アクセス数 ・全ページのアクセス数がポータル開設当初から 5,076 件、
月平均約 600 件 

会員館からの、クラウ
ドファンディング支援
についての問い合わせ
状況、日博協の対応 
（※１） 

・京都府立堂本印象美術館より問い合わせあり。京都府立堂
本印象美術館・京都府、ファンドレイザー及び日本博物館
協会の３者で打合せを実施。3 月 13 日から 5 月 31 日の日
程で「消えゆく創造の源を救いたい！日本画の巨匠・堂本
印象の「山のアトリエ」復活への挑戦」を実施 

・ 京都府と日本博物館協会で他の博物館・美術館の参考とな
るクラウドファンディングのマニュアルを作成予定 

 
Ⅲその他 
日博協ホームページへ
の企業広告スペースの
掲載についての状況 

・令和６年度委託事業報告書の内容に沿った仕様に基づき、
また、いくつかの提案も加味して、ウェブ制作会社へ改修
費用の見積を依頼している。今後、改修内容、改修費用等
の妥当性等とともに、販売価格の検討を行い、広告スペー
スの掲載の事業性等の検討を行い、改修の当否を決定する 

その他収入源拡大に向
けた取り組みの実施状
況 等 

・なし 
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（３）令和６年度事業の推進状況の現状分析とアドバイス 

第 1 回のフォローアップミーティングにおいて、以下のように現状から課題を分析し、
アドバイスを提供した。分析をもとに、すぐに実行可能な短期的な取り組みと、長期的
な取り組みとして今後検討できることを協議した。短期的な取り組みに関しては、実施
項目を整理して日博協と共有し、第２回のフォローアップミーティングにて状況を確認
した。 

 

①日博協への寄付に関する取り組み 
日博協への一般寄付、会員関連の取り組みに関して、以下のとおり現状分析を行い、

ファンドレイザーからのアドバイスを提供した。 
 

・ファンドレイジングは、Ask＆Thanks（Ask＝寄付の呼びかけ、Thanks＝お礼）が基
本であり、外部からのレスポンスが少ないのは、Ask の部分が足りていないことが原
因ではないか 

・寄付の呼びかけは、回数を重ねることで成功の確率が高まる。場に出ることが必要で
ある。まずは日博協が寄付を募集していることを伝えることが重要 

・賛助会員入会に向けた企業へのアプローチに加え、近年、デジタル関連企業が個々の
博物館への営業機会を期待して賛助会員が増加しているのではないか 

・日博協が企業の商品やサービスについて、博物館側に情報提供することには一定の意
義があるが、賛助会員は日博協を支えるための会員制度であり、より多くのメリット
を求める企業に対しては、協賛の機会を提供する等、別のアプローチがあるだろう 

 
短期的な取り組みと、長期的な取り組みとして今後検討できることを整理した。短

期的な取り組みについては、今年度中に実施したこともあわせて下記に示す。 
 

１）短期的な取り組み 
 

実施項目(1) 
日博協ホームページの上部のグローバルメニューに「寄付のお願い」
ページのリンクを配置するためのコストを確認し、実施の可否を検討
する 

 
【今年度中に実施したこと】 

・ウェブ制作会社に見積をとり、グローバルメニューに「寄付のお願い」ページ
へのリンクを配置した（下記赤枠部分）。 
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実施項目(2) 一般寄付や賛助会員入会をお願いする際のシナリオを作成する 

 
【今年度中に実施したこと】 

・イベントやプレゼンテーションにおけるスピーチの機会を想定し、一般寄付や
賛助会員入会について依頼するシナリオ案を作成した。 

 
■一般寄付の呼びかけシナリオ案 （抜粋） 
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74 
 

■賛助会員への呼びかけシナリオ案（抜粋） 
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実施項目(3) 賛助会員入会に向けた説明資料を作成する 

 
【今年度中に実施したこと】 

・企業等に対して日動水の賛助会員について説明する際に活用できる説明用のチ
ラシを作成した。 

 
■賛助会員募集チラシ案 

（オモテ） 
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(ウラ) 
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２）長期的な取り組みとして今後検討できること 
 

 賛助会員増加に向け、営業担当者を決め、組織として動ける体制を構築する 
 企業博物館のスタッフの出向を依頼する 
 大学の研究室、コンサルティング企業等との協力体制を構築する 
 理事のポートフォリオを再検討し、理事改選においてはファンドレイジングや

広報を担当できる理事を配置することを検討する 
 
 

②「博物館への寄付ポータル」に関する取り組み 
令和 6 年度事業で作成した「博物館への寄付ポータル」における日博協への一般寄

付、会員関連の取り組みに関して、以下のとおり現状分析した。 
 

・「博物館への寄付ポータル」の活用方法を理解していなかったり、掲載料がかかると思
っていたりする館もあるようであり、PR や説明が必要である 

・「博物館への寄付ポータル」の活用が日博協への支援、ひいては博物館の振興にもつ
ながっていくということを分かりやすく示すことが大切である 

・会員ページのログイン ID 及びパスワードが分からないという館もあるため、サポー
トが必要である 

・アクセス数に関しては、公開当初は数字が伸びているが、徐々に横ばい状態になって
いる。情報更新が増え、もう少しアクセス数を伸ばせるとよい 

 
短期的な取り組みと長期的な視点に立った取り組みを検討した。それぞれの取り組

みの内容については以下のとおりである。 
 

１）短期的な取り組み 
 

実施項目(1) 
「博物館への寄付ポータル」を説明するチラシを作成し、令和 7
（2025）年 11 月に行われる全国博物館大会において配布する 

 
【今年度中に実施したこと】 

・会員館向けに「博物館への寄付ポータル」について紹介し、各館の寄付受け入
れ情報の掲載を促進するためのチラシを作成した。※次頁参照 

・作成したチラシを令和 7（2025）年 11 月に実施された同協会主催の全国博物館
大会において、参加者へ配布した。 

・さらに、同大会において、「博物館への寄付ポータル」について参加者へ口頭で
説明を行った。 
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■「博物館への寄付ポータル」チラシ 
（オモテ） 
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（ウラ） 
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実施項目(2) 会員館へ「博物館への寄付ポータル」への入力を依頼する 
 

【今年度中に実施したこと】 
・日博協会員館専用ページ 4のトップページにある News 欄に、「博物館への寄付

ポータル」への入力を依頼するお知らせを掲載した。 
・日博協がクラウドファンディングを支援（実施項目(4)に記載）している京都府

立堂本印象美術館に、同ポータルへの入力・掲載を依頼した。 
 
 

実施項目(3) 
「博物館への寄付ポータル」を広報するプレゼンテーション用のシナ
リオを作成する 

 
【今年度中に実施したこと】 

・今後、「博物館への寄付ポータル」についてプレゼンテーションを行う機会を想
定し、シナリオ案を作成した。※次頁参照 

 
  

 
4 会員館のみがログインでき、日博協ホームページで休館のお知らせ等を更新することができる会員館専用ページ 
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■「博物館への寄付ポータル」シナリオ案 抜粋 
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実施項目(4) 
クラウドファンディングに挑戦したい会員館を支援し、クラウドファ
ンディング事業者からの報酬を得る 

 
【今年度中に実施したこと】 

・「博物館への寄付ポータル」を通じて問い合わせがあった京都府立堂本印象美術
館のクラウドファンディング実施に向けて、ファンドレイザーとともに支援を
実施した。 

・令和 8（2026）年 3 月 13 日に開始、同年 5 月 31 日に終了予定であり、終了後、
クラウドファンディング事業者から、達成金額に応じて報酬を得られる見込み
である。 

 

２）長期的な取り組みとして今後検討できること 
 

 Google 検索の際にどのような検索キーワードを使用して「博物館への寄付ポー
タル」にアクセスしたのかが分かるツール等を活用してアクセス分析を行う。 

 

③その他収入源獲得に向けた取り組み 
主に企業からのスポンサードについてフォローアップミーティングにて協議し、以

下のとおり現状分析した。 
 

・賛助会員はサポーター、広告掲載等のより多くのメリットを求める企業はスポンサー
として別のターゲットとしてとらえるべきである 

・賛助会員にはならないが、広告掲載にはメリットを感じる企業があるはずである。企
業へのアプローチに際しては、サポーターとスポンサーの違いを意識して実施したほ
うがよい 

 
その他の収入源獲得についても、短期的な取り組みと、長期的な取り組みとして今

後検討できることを整理した。短期的な取り組みについては、今年度中に実施した
こともあわせて下記に示す。 
 

１）短期的な取り組み 
 

実施項目(1) 
日博協ホームページへの企業広告スペースの掲載に向けたホームペー
ジ改修の検討を行う。 

 
【今年度中に実施したこと】 

・賛助会員に企業広告スペース掲載の意向調査実施したところ、掲載意向を示し
た会員が 2 団体であった。現時点では広告スペースでの収入がホームページを
改修する投資に見合わないと判断し、今年度の改修は見送ることとなった。 
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２）長期的な取り組みとして今後検討できること 
 

 研究協議会等日博協が開催する会議やイベントにおいて協賛企業を募集し、開催
経費を企業協賛で賄う仕組みを構築する 
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４ 発信力強化・寄付受け入れ強化に向けた外部サービス情報の集約・共有 

（１）博物館振興団体の外部資金獲得に関する課題 

本章の１（２）（P6）で確認したとおり、博物館振興団体の外部資金獲得に関しては、
下記のような課題がある。 

 
■運営資金の不足 

会費、中心的構成団体からの資金、協賛金、寄付金、委託事業等の受託費等が
少なく、十分な活動や中間支援が行えない 

■マンパワーの不足 
少人数での事務局運営、ボランタリーを基本とする意思決定組織・委員会等の
運営により、十分な活動が行えない 

■望ましい資金循環の欠如 
運営資金の確保、事業内容の充実、加入メリットの向上という流れを生み出す
仕組みが構築できていない 

■各団体相互間の連携体制の不足 
施策の方向性の全体共有、協働する事業展開が可能なプラットフォームが形成で
きていない 

■社会全体への発信不足 
情報発信が会員館や博物館界等への内部向けのものに偏り、「主体としての社
会」に対する発信ができていないことにより、博物館やそれを支える振興団体
の意義や魅力が社会と共有できていない 

 
 

（２）寄付や広報に関する外部サービスについての情報共有の必要性 

令和 5 年度や令和 6 年度事業において明らかになったとおり、博物館振興団体におい
ては、これまで外部資金調達が十分に行われておらず、ファンドレイジングに関する専
門的知識や実務ノウハウが不足し、体制や基盤が十分に整備されていないケースが見ら
れる。職員数が限られている団体が多く、人的リソースの制約があるなか、効率的に業
務を推進できる仕組みの構築が求められている。 

令和 6 年度及び令和 7 年度の実証事業を推進するなかで、博物館振興団体の外部資金
調達や広報業務を推進するうえで有用な各種サービスに関する情報を蓄積することがで
きた。上記で述べた博物館振興団体の課題や状況をふまえると、これらのサービスに関
する情報を横展開し、国内の他の博物館振興団体と共有することは、意義が大きいと考
えられる。 

以上をふまえ、令和 6 年度及び令和 7 年度に実施した実証事業を通じて得られた情報
を整理し、博物館振興団体にとって参考となる各種サービスを取りまとめたリソースガ
イドを作成することとした。 
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（３）博物館振興団体及び博物館が活用できるリソースガイドの作成 

本事業では、「経営基盤強化のためのリソースガイド―発信力強化・寄付受け入れ強
化に向けて博物館振興団体及び博物館が活用できるサービス集」（以下、リソースガイ
ドと表記する）として、外部資金調達の実践や団体の広報・発信力の強化に資するサー
ビスをリストアップした資料を作成した。主として国内の博物館振興団体への周知を想
定しているが、個別の博物館にとっても参考となる情報であり、活用が期待される。 

博物館振興団体や博物館にとって、各種サービスの認知、サービス導入のファースト
ステップにつながることを想定して作成しており、主には基礎的な情報のみを記載した。
各団体が自らの課題や体制に応じてサービスの導入を検討する際に活用されることを想
定している。なお、本リソースガイドは、あくまでも実証事業を通じて得られた情報に
基づいて掲載したものであり、関連するすべてのサービスを網羅するものではない。 

 
リソースガイドの作成にあたって重視したことは、下記のとおりである。 

 

・できるだけ多くの関係者に活用してもらうことを目的とし、専門知識の有無にかかわ
らず理解しやすい、読みやすい構成とする 

・掲載サービスのうち、担当者へのヒアリングが実現したものについては、担当者の顔
写真等を掲載する、担当者からのコメントやインタビュー結果を掲載する等してサー
ビスへの問い合わせや導入に対する心理的なハードルを下げる工夫を行う 

・サービス導入にあたり、まず何をすればよいか明確に分かるよう、「活用のファース
トステップ」を記載する 

・博物館振興団体の多くが非営利組織や任意団体であることをふまえ、非営利団体が無
料または割引で利用できる制度等がある場合には、その情報を併記する 

 
リソースガイドの構成は下記のとおりである。 

 
■リソースガイドの構成 

 
・はじめに 
・目次 
・サービス紹介 
①非営利団体向けデジタル支援プログラム 

 ②広報関連 
１．プレスリリース配信 
２．グラフィックデザイン 
３．発信基盤強化支援サービス 

 ③外部資金調達関連 
１．オンライン寄付プラットフォーム （※担当者インタビューページを含む） 
２．支援者管理システム 
３．寄付プログラム・サービス 
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個別のサービス紹介ページは下記のように構成した。 
 

 
 

 
 

■リソースガイド（抜粋） 
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第３章 成果の分析と課題、事業の総括 

１．成果の分析 

本事業で実施した三つの取り組みである、（１）既存の博物館振興団体の発信力の強
化と寄付受け入れの強化、（２）令和 6 年度事業の推進状況についての分析・検討、（３）
博物館振興団体の経営基盤強化に資する取り組みとしての外部サービス情報の集約・共
有について、取り組みごとの成果を分析した。 

ここでは、それぞれの取り組みの全体像を把握するため、「①検討内容」として事業
実施にあたっての［課題］とその［対応内容］をふまえて、「②本事業における成果」、
そしてそれぞれの「③今後の課題と展望」について整理する形とした。 

 
 

（１）既存の博物館振興団体の発信力の強化と寄付受け入れの強化 

①検討内容 

１）課題 
・既存の博物館振興団体は、会費に依存することによる運営資金の不足やマンパワ

ーの不足により、本来期待される中間支援機能を十分に発揮できていない 
・資金や体制拡充のためのファンドレイジング戦略を持ったうえでの活動が難しく、

博物館の財政面でのひっ迫とともに、博物館振興団体としても望ましい資金循環
が欠如している 

・本事業では、「博物館振興団体の経営基盤強化と体制の構築が、多角的な中間支
援を実装するための前提となる」ことから、博物館振興団体による外部資金獲得
に向けた取り組みの効率化と基盤整備を重点課題とした 

 

２）対応内容 
・令和６年度事業で得られた成果と知見を、動物園・水族館の館種団体である日動

水へ横展開した 
・動物園・水族館は比較的ファンドレイジングが盛んな館種であり、既往の取り組

みや成果を分析しながら、今後に向けた戦略的な取り組み計画を見通すために、
ファンドレイザーを配置し、団体が抱える固有の課題に対応しつつ、汎用性の高
い、博物館振興団体の経営基盤強化のモデルとなるような実証事業を進めた 

 

②本事業における成果 

１）日動水における外部資金獲得に関する現状把握と知識の蓄積 
 

外部資金獲得の一元管理に向けた現状把握 
 

日動水においては、寄付受け入れに対する経験はあったものの、外部資金獲得
を担当するスタッフを配置することが難しく、寄付の受け入れや広報の強化に対
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して十分な対応を行うことが難しい状況にあった。このため、協会内の外部資金
獲得に関する情報をまとめて把握する機会がなかったが、本事業においてファン
ドレイザーを配置し、過去 10 年分の財務資料とヒアリングをふまえた現状分析、
ドナーピラミッドの作成を実施することで、注力するターゲットと実施計画を設
定することができた。 

 
■成果 

 
 従来の経験則に頼った対応ではなく、客観的データや現状分析に基づ

く中長期のファンドレイジングを見据えた戦略的なアプローチが可能
となった 

 
 

事務局における外部資金獲得に関する知識の蓄積 
 

ファンドレイザーによる外部資金獲得全般に関するレクチャーや、遺贈寄付の
専門家からの遺贈寄付の現状や種類・手続き等に関するレクチャーを実施し、日
動水の事務局がさまざまなファンドレイジング手法についての知見を得るととも
に、遺贈寄付やファンドレイジングに関わる外部事業者との連携が進んだ。 

 
■成果 

 
 事務局がファンドレイジングを戦略的な資金調達手段として意識し、

業務の一部として位置づけ、今後の導入・実践を検討できる状態にな
った 
 遺贈寄付に関する制度理解と外部専門家との接点を得たことで、将来

的な遺贈寄付の受け入れや仕組みづくりに着手できる基盤が整った 
 
 

２）支援者の把握とそのドナージャーニーの把握をふまえた施策検討の実証 
 

支援者とそのドナージャーニーの把握の重要性を認識 
 

日動水において、支援者の情報把握についての認識が十分でなかったが、本事
業において、外部資金獲得の現状分析を行うことで、支援者の全体像を把握する
ことができた。加盟園館で集められる募金箱や事務局に寄せられる通常寄付は、
匿名寄付がほとんどであったとともに、遺贈寄付に関しては、件数が少ないこと
から現状では支援者情報が少ない状況であった。しかし、維持会員制度に関して
は、本事業内で事務局が維持会員とのコミュニケーションを持ったことで、支援
者の属性に加えて、支援者のニーズ、寄付する理由や関係の深化の過程等のドナ
ージャーニーを知ることができた。 
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■成果 

 
 事務局が支援者の関心や関係性の段階に応じた情報発信や関与の設計

を進めることの重要性を把握した 
 今後、通常寄付や遺贈寄付に関しても支援者情報を蓄積していく必要が

あることの認識を深めた 
 通常寄付に関しては、オンライン寄付プラットフォームを導入したこ

とから、今後の支援者管理が可能となった 
 
 

法人支援者の把握をふまえた施策検討を実施 
 

法人向けの会員制度である維持会員に関しては、現状の複数口納入団体の洗い
出しや、維持会員向けのアンケートやヒアリングを通じ、丁寧にその属性や動機、
ドナージャーニーや会員制度へのニーズを把握することができた。あわせて、ヒ
アリング調査の中で、企業の社会的取り組みとしての「6 つの戦略オプション」
（P29-30）をベースに日動水への支援や日動水との協働の可能性についての聞
き取りを行った。 

 
■成果 

 
 維持会員の特性や支援動機、関係深化の段階をふまえた整理が進んだ

ことで、企業ごとに適した関与・提案を設計できるようになった 
 今後は会費の継続・拡大に加え、企業の社会的戦略に沿った協働事業

や新たなパートナーシップ創出につながることが期待される 
 また、ヒアリング対象のうち一つの法人から、日動水への新たな支援

を検討中であることを聞き取ることができた 
 

 

３）事務局のマンパワーが少ない状況での基盤整備の実施 
 

広報ツールの作成や外部事業者の活用 
 

日動水の事務局の状況として、外部資金獲得専任の担当を配置することが難し
いという課題がある。本事業における外部資金獲得に向けた施策については、次
頁のような取り組みを実施し、事務局における現在の業務負担軽減や効率化、負
担の少ない寄付受け入れにつながった。これは、事務局のマンパワーが少ない状
況での経営基盤強化のモデルとなるだろう。 
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取り組み・アウトプット 成果 

維持会員アプローチのため
のプレゼン資料、遺贈寄付
チラシを作成 

 入会希望の企業に対する説明において事務局
の負担が減るとともに、誰でも一定の質でメ
ッセージを伝えられる環境を整えることがで
きた 
 ネームバリューのある加盟園館の園長等によ

る属人的な営業活動から脱却し、組織として
の発信力を長期的に向上するものとなった 

オンライン寄付の仕組み 
導入 

 オンライン寄付プラットフォームの導入・公
開直後に寄付が成立しており、手軽に寄付を
可能にする仕組みの整備が直接的な成果に結
びつくことを実証できた（P51） 

寄付関連の外部事業者との
連携 

 事務局が、有価証券や不動産を含めた遺贈に
ついて認識し、外部事業者と連携することで
現金以外の遺贈の受け入れ体制を構築できた 
 外部事業者と連携することで、外部事業者側

の媒体において日動水が寄付を受け入れてい
ることが広報され、寄付への導線を増やすこ
とができた 

日動水のホームページに維
持会員のページを新設 

 維持会員入会に関する説明、書類送付等、維
持会員に関する事務局負担を軽減することが
できた 

 

③今後の課題と展望 
日動水において引き続き検討することが望ましいと考えられる事項に対し、今後期

待される取り組みや展開案について下記に整理する。 
 

１）継続的なツールの活用と組織内の情報の集約・共有 
・本事業で整備した仕組みやツールを関係者全員で共有し、運用体制を維持する。

作成したチラシ等の広報ツールに関しては、配布計画を立てて実践することで効
率的・効果的な発信につなげる 

・担当職員が支援者の情報や日動水が実施している外部資金獲得に関する活動の情
報の集約に努め、情報を一元管理することにより、ターゲットごとに適した戦略
立案や対応を進める 
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２）外部事業者との連携の推進 
・物品での寄付等をサポートする団体との連携を進め、寄付の受け皿を増やすとと

もに、支援者のすそ野を広げる 
・遺贈寄付をサポートする団体との連携を検討し、当該の団体を通した遺贈寄付の

導線をつくり、遺贈の受け入れ窓口を増やす 
 

３）加盟園館における維持会員制度や維持会員の理解促進、維持会員とのコミ
ュニケーション向上 

・新設した維持会員ホームページを活用し、加盟園館に維持会員制度の内容を周知
することで、加盟園館が法人・団体に対して維持会員の特典等を適切に伝えるこ
とができるようにする 

・設備会議、通常総会に参加する維持会員との対面でのコミュニケーションを行う
ほか、維持会員とのオンラインミーティング、簡易的なアンケート等、維持会員
とのコミュニケーションの機会を増やす。このことで、日動水と維持会員との協
働の可能性を探るとともに、維持会員のニーズや思いをとらえた加盟園館へのマ
ッチングを可能とし、維持会員の満足度を高める 

・維持会員とのコミュニケーションの結果を、正会員専用ページ等を活用して加盟
園館へ伝達する。日動水の事務局の負担が少ない形での維持会員と加盟園館との
マッチングを可能とする 

・本事業で作成したプレゼン資料の活用計画を検討し、維持会員の増加及び口数増
加に対するアプローチを推進、効率的な会費収入の増加をめざす 

 

④他の博物館振興団体に横展開できるポイント 
国内の博物館振興団体が中間支援組織として博物館への支援の可能性を広げるため

の経営基盤強化・機能強化をめざすにあたり、日動水における実証事業をモデルとし
て横展開できるポイントを次頁に示す。 
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[1] ファンドレイジング活動は戦略的なアプローチが重要 
ファンドレイジングは戦略的に現状分析、計画、実施、感謝、報告、評価と
いった一連のステップをふむ活動であることを認識する。戦略をもって取り組
むことが寄付の好循環、支援のレベルアップにつながる。 

 
[2] 支援者とのコミュニケーションをとり、支援者及びドナージャーニーを

知ることが第一歩 
支援者の属性やニーズ、そして支援者のドナージャーニーを把握することが重
要である。そのためのアンケートやヒアリングを通じて支援者とコミュニケ
ーションをとることで、効果的なファンドレイジングの施策を立案することが
できるとともに、新たな支援の可能性をつかむことができる。 

 
[3] 法人の社会貢献の選択肢を知り、提案を準備することが支援の可能性を

広げる 
法人の支援者及び潜在的支援者とは、さまざまな協働の可能性がある。通常の
寄付だけでなく、商品・サービス、企業のプロモーションと連携した支援、従
業員のボランティア等、企業の社会的取り組みとしての「6 つの戦略オプショ
ン」（P29-30）を知り、提案を準備しておくことでコミュニケーションがスム
ーズとなり、具体的な協働へ道筋をつくることができる。 

 
[4] マンパワーが不足している事務局において、広報ツールの整備や外部サ

ービスの活用が有効 
マンパワーが不足している事務局において、ファンドレイジングを担当する職
員がいない場合でも、チラシ等の広報ツールを用意しておくことで、職員の誰
もが一定の質で広報を行える環境を作ることができる。あわせて、外部事業
者との連携や外部サービスの導入は、寄付受け入れ、発信力強化に関する業務
の一部を効率化、アウトソーシングでき、事務局の負担軽減に有効である。 

 

（２）令和６年度事業の推進状況についての分析・検討 

①検討内容 

１）課題 
・令和 6 年度事業において整備したツールや仕組みの活用状況が見えていない 
・ 「博物館への寄付ポータル」の掲載件数が少なく、会員館における同ポータルの

認知度が不明である 
・広告スペース設置等の新たな収入源創出に向けて、令和 6 年度の検討をふまえ対

応が必要である 
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２）対応内容 
・令和 6 年度事業で日博協において実施した各種取り組みの現状をファンドレイザ

ーとともに日博協とフォローアップミーティングをもって確認し、課題の分析を
行った 

・今後の取り組みについて長期・短期の視点をもって検討・整理し、ファンドレイ
ザーのアドバイスのもと短期的に取り組める事項を実施した 

 

②本事業における成果 

１）日博協への寄付や会員制度に関する広報力強化 
 

寄付受け入れや会員増加に向けた広報ツールを作成 
 

賛助会員増加に向けたチラシの作成や、賛助会員入会案内及び寄付の呼びかけ
を行う際のスピーチシナリオを用意した。 

 
■成果 

 
 賛助会員増加や寄付受け入れの広報に際して、伝えるべきことが明確と

なり、呼びかけのハードルを下げることができた 
 組織内の誰もが一定の質でメッセージを伝えることができる環境が整

った 
 職員が広報ツールを持つことで効率的でスムーズな発信ができること

を認識でき、今後もチラシの配布計画に基づいた広報の実践や必要に
応じた追加の広報ツールの作成・活用が期待される 

 

２）「博物館への寄付ポータル」の活性化と会員館支援の推進 
 

会員館における「博物館への寄付ポータル」の認知度向上 
 

「博物館への寄付ポータル」の紹介、及び掲載方法を説明するチラシを作成し、
令和 7（2025）年 11 月に行われた全国博物館大会における参加者への呼びかけ
を行った。あわせて、日博協会員館専用ページ のトップページにある News 欄に、
「博物館への寄付ポータル」への入力を依頼するお知らせを掲載した。 

 
■成果 

 
 会員館における「博物館への寄付ポータル」の認知度が高まり、アク

セス数が向上した（令和 7（2025）年 10 月と比較し、全国博物館大会後の同年 11 月は
115％、12 月は 136％とアップ） 
 同ポータル活性化の必要性に対する日博協内での認識が高まったこと

から、今後は会員館への個別の入力依頼や、チラシを活用した継続的
な広報が期待される 
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会員館におけるクラウドファンディング支援の推進とマニュアル作成 
 

「博物館への寄付ポータル」を通じた会員館からのクラウドファンディングに
関する問い合わせを発端として、日博協がファンドレイザーと協働してクラウド
ファンディングの伴走支援を実施した。これに伴って、当該館の所在する京都府
と連携し、博物館でのクラウドファンディング実施マニュアルを作成中である。 

 
■成果 

 
 中間支援組織として、ファンドレイザーと協働した会員館の外部資金獲

得の支援モデルが構築できた 
 ファンドレイザーとともに、今後の会員館の外部資金獲得に資するリ

ソースづくりに着手し、中間支援機能の強化が進んでいる 
 

③今後の課題と展望 
引き続き検討することが望ましいと考えられる事項に対し、今後期待される取り組

みや展開案について下記に整理する。 
 

１）寄付の受け入れに関する広報の強化 
・本事業において作成した賛助会員チラシや一般寄付呼びかけのシナリオを団体内

の職員に共有することで、広報の機会を増やす 
・チラシを配布できる機会の洗い出しを行い、計画をもって効率的な広報活動につ

なげる 
 

２）「博物館への寄付ポータル」掲載件数の増加 
・会員専用ページのログイン情報等の問い合わせがあった際には、「博物館への寄付

ポータル」への掲載をあわせて依頼する等、会員館とのコミュニケーションの機
会がある際に「博物館への寄付ポータル」の広報を継続的に実施する 

・会員館の寄付情報、クラウドファンディングプロジェクトの情報を受け取った際
には、掲載を個別に依頼する 

・これらを実施することで、同ポータルをアクティブな状態に保ち、閲覧数増加に
つなげる 

 

３）収入源拡大に向けた取り組み 
・賛助会員とのコミュニケーションを継続し、企業広告スペースに関心がある企業

が今後追加で複数社いるようであれば再検討し、収入源拡大をめざす 
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④他の博物館振興団体に横展開できるポイント 
国内の博物館振興団体が中間支援組織として博物館への支援の可能性を広げるため

の経営基盤強化・機能強化をめざすにあたり、日博協における令和 6 年度事業の推進
状況についての分析・検討をふまえて横展開できるポイントを下記に示す。 

 

[1] ファンドレイジング活動は Ask & Thanksが基本 
ファンドレイジングを行うにあたり、Ask（寄付の呼びかけ）と Thanks（お
礼）を行うことなく、寄付が入ってくることは非常に難しいことを認識する必
要がある。小さくとも地道に支援者コミュニケーションを実践していくこと
が、支援者をドナーピラミッドの高い階層へ進展させることにつながる。 

 
[2] 広報ツールやスピーチ原稿は寄付を呼びかける際のハードルを下げる 

寄付の呼びかけや広報の経験がないなかで、上記の Ask を行うことは心理的ハ
ードルが高いと考えられるが、広報ツールとしてのチラシやスピーチ原稿を作
成しておくことがそのハードルを下げる方策となる。チラシを見せながら説明
をする、イベントでスピーチ原稿にもとづいて寄付の呼びかけをする等、抵抗
感の少ないスムーズな説明や呼びかけの一助となり、職員による呼びかけの
しやすさ、結果として発信力の強化につながる。 

 
[3] 日博協を一つのモデルとして博物館の外部資金獲得支援を強化する 

令和 5 年度事業や令和 6 年度事業において、中間支援組織が博物館の外部資金
獲得を支援することの必要性が確認されている。これに対しては、日博協が実
施している、ファンドレイザーと協働した会員館のクラウドファンディング支
援、及び博物館に向けたクラウドファンディングのマニュアル作成がモデルと
なりうる。博物館側が必要としている支援を把握しつつ、団体として可能な体
制を構築し実践することで、中間支援組織としての機能強化となる。 

 
 

  



 

98 
 

（３）発信力強化・寄付受け入れ強化に向けた外部サービス情報の集約・共有 

①検討内容 

１）課題（令和５年度事業の報告より） 
・多くの博物館振興団体において、外部資金獲得に向けた活動が十分に行われてお

らず、ファンドレイジングに関する専門的知識や実務ノウハウも不足している 
・外部資金調達や広報活動を担うための体制や基盤が十分に整備されていない 

 

２）対応内容 
・令和 6 年度及び令和 7 年度の実証事業において蓄積した成果や知見から、寄付受

け入れや広報活動に有用な各種サービスに関する情報に関して、博物館振興団体
と共有する資料を作成した 

 

②本事業における成果 

１）各種サービスの情報集約と横展開できるリソースガイドの作成 
令和６年度及び令和７年度の実証事業において活用したサービスや、実証事業に伴

い蓄積した外部サービスに関する情報を一覧化、リスト化した。 
 

■成果 
 

本リソースガイドが国内の博物館振興団体及び博物館へ共有されること
で、適切な外部サービスの選択と活用が可能になる。マンパワー不足に
よってファンドレイジングに積極的に取り組めていない団体や博物館に
おけるファンドレイジングの基盤整備の着手、寄付の窓口の増加、発信
力の向上等が期待される 

 

③今後の課題と展望 
今後、本リソースガイドは、文化庁のホームページや博物館総合サイト等で公開さ

れることを想定している。博物館振興団体及び個別の博物館の職員が本リソースガイ
ドを読み、各種サービスの導入を検討、必要に応じて活用していくことが望まれる。 
 

④本リソースガイドが博物館振興団体の経営基盤強化に資するポイント 
リソースガイドの作成、そして今年度実施した日動水及び日博協との実証事業をふ

まえ、本リソースガイドが博物館振興団体の経営基盤強化に資するポイントを次頁
に示す。 
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[1] 外部資金獲得の成果を最大化する外部サービスについて知る 
リソースガイドは、これまで外部資金獲得に対する積極的な活動が行えていな
い状態では知りえなかった、寄付受け入れや発信力強化に資する有効な外部サ
ービスを知ることの一助となる。外部サービスの導入が進むことで、博物館
振興団体において効率的・効果的な寄付活動等の推進につながり、経営基盤
強化に資するものとなると考えられる。 

 
[2] 効率化とアウトソーシングによって事務局の負担を減らすことができ、

現在の体制でも戦略的なファンドレイジング活動への対応力が増える 
博物館振興団体のマンパワーの不足は令和５年度事業から確認されてきたこと
である。適切な外部サービスを積極的に活用することで、事務作業や広報活動
等の効率化等、アウトソーシングにより、事務局の負担が軽減され、全体の
業務量に余裕が生まれることにつながるだろう。これにより、十分な人員体
制がない状態においても、戦略的なファンドレイジング活動を行う余地が増
え、対応力が増すと考えられる。 
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２．事業の総括 

本事業は、博物館振興団体が中間支援組織として博物館への支援の可能性を広げるため
に、令和 6 年度までに実施した事業で得られた成果・手法をふまえて、国内の博物館振興
団体に横展開を図ることを実証するものであった。令和６年度事業において日博協を実証
の場として実施したことを今年度は日動水で横展開し、寄付や発信力強化に向けた基盤整
備に着手できたことは大きな成果といえるだろう。あわせて、令和 6 年度事業の推進状況
の分析・検討では、外部資金獲得に向けて継続的な広報発信が重要であることが改めて確
認され、マンパワーが少ない中でも発信が可能なツールを用意し、必要な機会に活用でき
るものとした。この考え方と手法は、同時並行で推進していた日動水の実証事業において
も適用した。 

加えて、これまでの事業の蓄積を横展開できるリソースとなることをめざし、令和６年
度事業及び本事業で蓄積した情報をまとめたリソースガイド（経営基盤強化のためのリソ
ースガイド―発信力強化・寄付受け入れ強化に向けて博物館振興団体及び博物館が活用で
きるサービス集）を作成した。本リソースガイドは、博物館振興団体の経営基盤強化に資
するだけではなく、経営資源の不足に悩む博物館現場にも資するものとなりうると考えて
いる。 

 
本事業を通じて、（１）博物館への支援事業を可能とするための博物館振興団体自体の

経営基盤強化、（２）博物館が外部資金を獲得するための博物館振興団体の中間支援機能
強化という二つの視点から、重視すべき点が見えてきた。以下にその分析を示す。 

 
 

（１）博物館への支援事業を可能とするための博物館振興団体自体の経営基盤強化 
 

組織としてファンドレイジングの視点・マインドを持ち、実践に着手する 
 

ファンドレイジングは、組織としての戦略をもち、小さいことからでも基盤を整備し
て実践することで、属人的・単発的な取り組みから脱却、継続的な成果につながるも
のになる 

 
博物館振興団体が中間支援組織としての役割を持つことをめざし、その経営基盤を強

化していくためには、まずはファンドレイジングを団体の事業推進の中で自然な発想と
して取り入れ、組織として戦略をもって計画立案し、小さいことからでも実践をはじめ
ることが重要である。 

令和 5 年度事業以降、博物館振興団体の運営資金の不足や望ましい資金循環の欠如が
指摘されており、期待される中間支援機能を実装できていない。運営資金を増やすには、
会費収入以外の外部資金獲得を検討する必要があるが、そのために必要なファンドレイ
ジング活動を「人手が足りない」、「日常業務が多忙」といった事情から先送りにしてし
まうことで、資金環境が改善されず、振興団体としての魅力ある活動や中間支援の実装



 

101 
 

ができず、会員館を能動的に増やせない悪循環に陥っている。 
「ファンドレイジングの実践に着手する」ということは、単発的に寄付の呼びかけ・

営業活動を行うことではない。計画をもって基盤を整備してファンドレイジング活動を
行う必要があること、Ask することなく支援を得ることは非常に難しいことに加えて、
Thanksをすることにより支援者との関係性が深まり次の支援につながること、支援者を
知り支援者視点での活動を行う必要があること等を認識し、戦略的に取り組むことが重
要である。このことで、団体内の数人だけが関与する単発の取り組みから脱却し、ファ
ンドレイジング活動を有効で継続的な成果につながるものとして進めていくことができ
る。 

 

ファンドレイジングを担当する職員を配置する方策を検討する 
 

専任のファンドレイジング担当を直接雇用できることが理想。すぐに実現が難しい場
合は、外部人材の活用が考えられる。副業やプロボノで関われる外部ファンドレイザ
ーと連携することで、少ない負担で配置できる可能性がある 

 
実証事業を実施した日博協及び日動水において、外部資金獲得を担当するスタッフを

配置することが難しい状況であり、担当する職員がいないことが外部資金獲得に対して
積極的に対応できていない大きな理由であった。博物館振興団体自体の経営基盤強化に
向けては、担当職員の配置を検討し実現に向けて動き出すことが大きな改善策となるだ
ろう。 

令和６年度事業では、ファンドレイザーを配置する方法として、直接雇用型、業務委
託型の二つの方法を整理している。これを更新する形で、今年度事業の成果をふまえて
改めて以下に整理する。 

 
 

 
［1］直接雇用型 

専任のファンドレイジング担当を配置して組織内に知識・経験やノウハウを蓄積す
ることが理想であるが、継続的な人件費の確保が大きな課題となる。これを解決す
るためには、例えば次のような方策が考えられる。 

 
・年間 1,000 万円の調達を目標に、そのうちの約 500 万円をファンドレイジング担当

の給与とし、残りの約 500 万円を団体の活動資金とする 
・クラウドファンディング事業者とのパートナーシッププログラムを活用した紹介・

キュレーションの報酬や、広告収入、協賛収入等での収入源を増やし、一人分の人
件費を確保する 

 
専任を配置することが難しい場合、賛助会員等の対応を行っている職員が兼任でフ

ァンドレイジングに関する業務を担当することも一つの方策と考えられる。このた
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めに、組織全体の業務の棚卸しを実施し、業務の選別、業務の効率化を行うことで、
兼任対応ができないか検討することも考えられるだろう。 
 

［2］業務委託型・プロボノ型 
自組織での人員配置が難しい場合は、業務委託等での外部人材の活用が考えられる。

業務委託費用が懸念されるところであるが、博物館振興団体の負担を極力抑えるた
め、外部人材と下記のような契約形態を相談することができるだろう。 

 
・獲得した金額に応じて報酬のパーセンテージを設定する成功報酬方式とする（例え

ば、クラウドファンディング支援を行う場合、達成金額の一定のパーセンテージを
報酬とするという取り決めを行い、業務委託契約を結ぶ） 

・プロボノでの協力を依頼する 
 

日本ファンドレイジング協会による認定資格 5 である認定ファンドレイザー、準認
定ファンドレイザーは年々増加しており、日本ファンドレイジング協会のホームペー
ジにおいて、都道府県別に有資格ファンドレイザーが紹介されている。同協会は、
令和 8（2026）年 3 月に初めて「Fundraiser Open Market」というイベントを開催し、
ファンドレイザーを探したい団体と有資格ファンドレイザーのマッチングを実施した
6 。同イベントの紹介ページ内では、副業やプロボノでファンドレイザーとして団体
に関わるあり方が言及されていることから、博物館振興団体がこのようなイベント
を活用して団体側に大きな負担なく外部人材を活用する方法を見出したり、業務委託
の形態を相談したりすることも可能だろう。 
外部人材を活用する場合は、組織内にも担当者を配置することが肝要である。この

外部人材と積極的に関わり、外部人材からの報告書の提出や対面での報告を受ける
ことで、組織内にもファンドレイジングの知識やノウハウを少しずつ蓄積していくこ
とができる。 
また、業務委託やプロボノの場合は、プロジェクトごとに依頼をすることで、外部

資金獲得活動の種類によって、その分野が得意なファンドレイザーを選ぶことができ
るというメリットがある。 
 

 
 
このように、団体の状況にあわせて、ファンドレイジングを担当する職員を配置する

方策を検討し、配置が実現することで、団体自体の経営基盤強化は大きく進むと考えら
れる。 

 
 

5 日本ファンドレイジング協会,「認定ファンドレイザー®資格認定制度」, https://jfra.jp/cfr, (2026 年 3 月 18 日
閲覧) 

6 日本ファンドレイジング協会, 「Fundraiser Open Market｜団体とファンドレイザーの新しい出会いのマーケッ

ト」, https://jfra.jp/event/59381, (2026 年 3 月 18 日閲覧) 
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中間支援組織のミッション（目的・使命）を発信する 
 

中間支援組織は、役割や活動内容が一般には伝わりづらい機関であるからこそ、団体
のミッションを丁寧に発信することで、活動の趣旨や目的への賛同・共感を生み、支
援への可能性を高めることができる 

 
博物館等の支援者は、その活動が何を生み出し、社会を変えていくのかという点に関

心を持つ傾向があるといわれている。寄付白書 20257によると、令和 6（2024）年の全
国寄付実態調査では、日本の個人寄付において重視されている寄付の動機は、「寄付金
の使い道の明確さ」に次いで、「活動の趣旨や目的への賛同・共感」が挙げられている。
本事業における、日動水の維持会員ヒアリングでも、日動水の使命（4 つの役割）に賛
同し、支援したいと考えたという声があった。 

寄付や支援を呼びかけるホームページ、支援のお願いの広報ツールやスピーチをつく
るときには、団体がめざすミッションを丁寧に伝えることが支援獲得への近道である。
その役割や活動内容が一般には伝わりづらい中間支援組織だからこそ、組織のミッショ
ンや価値を明確に発信する必要があり、団体のめざすものに対する共感が大きいほど、
より大きな支援につながるだろう。 

 
 

支援者管理システム（DRM）の導入 
 

戦略的・計画的なファンドレイジングに重要となるのが支援者管理システムである。
外部サービスを活用した客観的なデータに基づいたシステムが、ファンドレイジング
の定常運用と支援者との関係深化を同時に進めることを可能とする 

 
支援者管理、すなわち DRM（Donor Relationship Management）とは、支援者（個

人・法人・団体）との関係性を一貫して管理する考え方と仕組みであり、支援履歴だけ
でなく接点履歴、関心テーマ、次アクション、担当、コミュニケーション内容を同一の
基盤で蓄積・活用するものである。外部サービスを活用し、支援者管理システムを導入
することで「支援を受けているが仕組みがない」状態から脱却し、日々の運用（Ask か
ら Thanks、そして次の関与）をデータで支えることができる（支援者管理システムの例
は「リソースガイド」参照）。 

支援者管理システムが生み出す業務改善は、(1)支援者情報の分散（Excel、メール、
担当者記憶）を統合し引き継ぎ可能にする、(2)月次での抽出（次の Ask 対象／Thanks
対象／休眠掘り起こし）を定例化する、(3)法人協働や伴走支援を「案件パイプライン」
として可視化し、提案→実行→評価→継続のプロセスを標準化する、(4)イベント等の接
点と連動した年次計画を回し、単発の活動や経験則依存の活動を減らす、の 4 点である。 

支援者管理システムにより、誰が・いつ・何を送るかが明確になり、抜け漏れや属人
化を防止するとともに支援者の反応や継続率も追えるため、改善点を特定しやすい。 

 
7 寄付白書 2025 - Giving Japan 2025.日本ファンドレイジング協会 編, 2025 
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人材がいないこと、また何から手をつけてよいのかわからない状態であればこそ、支
援者管理システムを導入することで、ファンドレイジングの定常運用と関係深化が同時
に進み、効率的な支援者分析や戦略的コミュニケーション・アプローチが可能となる。 

 

寄付の動向を注視しつつ、柔軟に仕組みやルールをアップデートする 
 

時代のニーズ、寄付者のニーズに合わせた柔軟な対応を行うことが成果につながる。
特にオンライン寄付プラットフォームの導入は大きな負担なく実現でき、寄付実績が
短期間で確認できている 

 
上記でも引用した令和 6（2024）年の全国寄付実態調査では、日本の個人寄付全体に

おける主要な寄付手段は、「クレジットカード決済」、「インターネット」、「手渡し」で
あり、「募金箱」、「郵便振替」、及び「銀行振込」は減少しているということが分かって
いる。日博協及び日動水では、ホームページ上に寄付を呼び掛けるページを持っていた
ものの、郵便振替と銀行振込での寄付のみの案内であった。両団体において、クレジッ
トカード決済を含むオンライン寄付プラットフォームを導入し、団体ホームページから
直接寄付につながる導線を整備したことで、両団体とも導入してすぐに当該プラットフ
ォームを通じた寄付が入った。 

さらには日動水においては、特定寄付金等を受け入れる際に同協会が事務局経費を受
け取ることができない寄付規程となっており、特に同協会が能登半島地震に対する災害
見舞金を募り被災地に届けた際に事務局の事務的及び人的負担が大きかったことが課題
として挙げられていた。この点に関しては、本事業を通じてファンドレイザーのアドバ
イスのもと、規程の改定案を作成することができた。 

このように、寄付者のニーズや時代の状況を把握しながら、団体側の仕組みやルール
を柔軟に変更・アップデートすることが、結果としてファンドレイジング活動をスムー
ズに進める仕組みの構築につながっていくものと考えられる。 

 

業務負担軽減に向けて、寄付や広報に関する外部サービスを知り、活用する 
 

マンパワーが足りないからこそ、寄付や広報に関する外部サービスを知り、外部の事
業者との連携を進めることで、寄付の導線の拡大、業務効率化が可能となる 

 
日動水での実証事業では、できるかぎり当該事務局の負担なく継続的に寄付の受け入

れや発信力を強化するため、外部の事業者との連携を強化することを重視した。具体的
には、オンライン寄付のプラットフォームと、現金以外の遺贈寄付を受け入れるための
外部サービスの導入を進めることができた。これら外部のリソースを活用する場合、サ
ービス事業者側のメディアでの発信が行われることもあるため、発信のチャンネルを増
やすことにつながることも把握できた。 

このようなサービスを利用する際には、サービスの使用料や手数料等の導入・運用コ
ストが懸念されるが、寄付に関するサービスは、受け入れた寄付のうちの数％が手数料
となるというスキームや、非営利団体向けのプログラムが存在し、大きな初期投資や維
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持コストの負担を抑えて導入できるサービスもある。 
本事業では、結果として寄付や広報に関する複数の外部の事業者のサービス内容に関

する情報の把握と整理を行うことができ、その成果をリソースガイドとしてまとめた。
このリソースガイドも活用しつつ、まずは、サービスの存在を知り、必要に応じて外部
と連携していくことが、寄付受け入れの近道になると思われる。 

寄付の受け入れや広報、ひいては業務全般に関して外部サービスを導入していくこと
で、事務局業務が効率化され、負担軽減につながると考えられる。このことでマンパワ
ー不足が課題でありファンドレイジング担当が配置できていない事務局の業務が軽減さ
れ、新しくファンドレイジング担当を配置できないとしても、既存の体制の中で、戦略
的なファンドレイジング活動の実施に取り組む余裕を生むことができる。 

 
 

（２）博物館が外部資金を獲得するための博物館振興団体の中間支援機能強化 

博物館と、博物館を支える人や社会をつなぐために、まず両者のことを知る 
 

令和 5 年度事業において、中間支援組織が担うべき役割や機能が検討され、その中で、
中間支援組織とは、下記の意味を持つことが確認されている。 

 
【１】博物館と博物館の間にあって、両者をつなぐ 
【２】博物館と、博物館を支える人の間にあって、両者をつなぐ 
【３】博物館と社会の間にあって、両者をつなぐ 

 
本事業においては、とくに外部資金獲得という面から中間支援組織が【２】や【３】

の役割を果たすためには、まずは両者のことを知り、理解することが、この橋渡しを行
ううえで重要な前提条件となることが改めて認識された。 

 

①「支援者を知る」ことの重要性 
 

中間支援組織として、博物館への支援者の属性やニーズ・強みを知ることで、博物
館への支援・協働の可能性を把握することができ、適切なマッチングが可能となる 

 
日動水における実証事業では、事業の前半で、ファンドレイザーとともに、寄付や

会員制度に関する現状分析を行ったが、支援者の属性や支援内容について、情報が
十分に蓄積されてきていない面が多少見受けられた。支援者データベースを整えて一
元管理を行うことはファンドレイジングにおいて重要な基盤整備の一つである。
DRM の必要性を認識し、コミュニケーションをデザインしていくことにより、今後
の施策につなげることができると考える。 
日動水との実証事業において、第 2 章の２（４）で実施した維持会員アンケートや

ヒアリング調査では、その属性やニーズ、強みを丁寧に聞き取ることができ、日動
水の加盟園館である動物園・水族館に対する今後の支援や協働の可能性を把握する
ことができた。支援者が博物館に向けて支援したい内容をくみ取り、それを博物館
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に届ける。日動水が企業と連携し、企業側の寄付により加盟園館の研究助成を行って
いることが好例である。 
一方で、既存の支援者に対してコミュニケーションをとれば可能性があるはずの、

企業からの支援や協働プロジェクトを少なからず取りこぼしているということも懸念
される。支援者とコミュニケーションをとることで、直接的な金銭の寄付だけでな
く、マンパワーによる支援、物品による支援、協働プロジェクト等を生み出す可能
性につながる。この可能性を高めていくためには、現在の支援者の属性やこれまで
の支援内容、そして支援者の思いや強み、リソース等について把握することが第一歩
となる。この「支援者を知る」ことの重要性が、今回の実証事業を進めるなかで博
物館振興団体の事務局にも実感と実態をもって共有されたことも本事業の成果の一つ
と言えよう。 
 

②博物館にどのような支援が必要であるかを把握することの重要性 
 

博物館とのタッチポイントにおいて、外部資金獲得に関する博物館のニーズや困り
ごとを個別・具体的に把握することで、適切な支援の提供や外部支援者とのマッチ
ングが可能となり、中間支援組織としての機能強化につながる 

 
博物館における外部資金獲得の分野においては、寄付に関する潮流の急速な変化や、

設置者や館種等の館ごとの属性の違いによる外部資金獲得に対する姿勢や取り組み
方法の多様さ等から、博物館における外部資金獲得に関するニーズや困りごとを全
体として把握することは非常に困難なことであると考えられる。実際に、令和５年度
事業において、公立博物館の寄付受け入れに関する課題解決に向けた調査研究を実
施し、寄付受け入れを実施している４館にヒアリングを行ったが、それぞれに独自の
あり方、方策で実施しており、課題もさまざまであった。 
一方で、①では、支援者の属性やニーズ・強みを把握しておくことの重要性を述べ

たが、その思いや強みを活かすにはどの博物館につなぐとよいのか、博物館が求める
ものを具体的に把握しておく必要がある。上記で述べたとおり、中間支援組織が支援
する博物館のニーズや困りごとはさまざまであると考えられるからこそ、まずは会
員のニーズをできるだけ個別に、具体的に聞き取る作業が重要だろう。総会や研究
会等でコミュニケーションの機会を持つことや定期的なアンケート等、外部資金獲
得に関するニーズ把握の方策を行うことで、適切な支援を届けること、支援者とつ
なげることが可能となる。 
日博協における「博物館への寄付ポータル」に関しては、クラウドファンディング

に挑戦したい博物館が相談できる問い合わせ窓口を設けている。この窓口の認知度
を高めることをはじめ、日常的な会員館とのタッチポイントにおいて、外部資金獲
得に関するニーズを把握することが、中間支援組織としての機能強化の第一歩である。 
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団体内にファンドレイジングに関する知識・情報を蓄積し、博物館と共有する 
 

博物館振興団体が、博物館の外部資金獲得に資する情報・リソースをとりまとめ、フ
ァンドレイジングに関する事例や外部ファンドレイザー、外部事業者の情報も含めて
博物館と共有することは有効な中間支援となる 

 
日博協が実施している会員館のクラウドファンディング支援は、個々の博物館の外部

資金獲得のために中間支援組織が行う重要な支援機能の一部である。個別の博物館にお
いて、予算不足により担当職員を配置できず、外部資金獲得への取り組みが積極的に行
えない現状がある。これに対して、例えば中間支援組織が主導して、外部資金獲得に関
する取り組みのマニュアル化によるノウハウの共有や標準化、情報収集の効率化ができ
れば、マンパワー不足の博物館において大きなサポートとなるだろう。 

日博協が今年度実施している会員館のクラウドファンディング支援から派生して、京
都府と協働し、博物館でのクラウドファンディング実施マニュアルを作成中である。こ
のように、博物館の外部資金獲得をサポートするマニュアル、ガイドブック、リソース
集等を作成し共有することや、寄付関連のセミナーやイベントの情報を集約し共有する
ことが、博物館振興団体の中間支援組織としての機能を強化することとなる。 

また、外部資金獲得に取り組みたい博物館が、他の博物館の寄付活動や会員制度等の
事例を知ることもその第一歩となるだろう。「博物館への寄付ポータル」は、そのよう
な意味でも、多くの会員館に掲載を依頼し、事例集としても充実したものとなることが
望まれる。あわせて、今後、複数の外部のファンドレイザーと関わること、寄付や広報
に関する外部事業者について知ることで、情報を継続的に蓄積・アップデートし、博物
館へ共有することが期待される。 

 
 

（３）今後の展望：中間支援機能の確立による博物館全体の価値の向上 

上記において、博物館振興団体自体の経営基盤強化、そして博物館が外部資金を獲得
するための中間支援機能強化のために重視すべき点を見てきた。現状、経営基盤や体制
が脆弱な博物館振興団体が中間支援組織として真に機能するためには、会費以外の外部
収入を増やすためのファンドレイジングの実践による経営基盤強化が前提となる。 

博物館振興団体が自らの団体のためにファンドレイジングを実践し成果を積み上げる
ことは、重要な第一歩である。しかしそれのみで終わるならば、博物館振興団体が中間
支援組織として存在する意義は限定的なものにとどまる。自組織での実践を通じて得た
ファンドレイジングの知識・手法・ネットワークを体系化し、会員館・加盟館が同様の
取り組みを展開できるよう支援する機能を備えることで、はじめて国内の博物館全体の
資金調達力と社会的信頼が高まり、持続可能性が強化されると考えられる。 

具体的には、遺贈寄付やクラウドファンディングの実施支援や寄付受け入れ体制の整
備に関する相談窓口の設置、成功事例の共有・横展開、ファンドレイザーや外部リソー
スの紹介といった支援を担うことが期待される。このような支援を通じて、個々の博物
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館が「外部資金獲得を自らの課題として捉え、実践できる組織」へと成長していくこと
ができる。 

ファンドレイジングの知識を持つ中間支援組織の存在は、博物館全体に対して次のよ
うな価値をもたらす。第一に、個々の博物館が外部資金を獲得する機会の拡大であり、
公的財源への依存を軽減し、事業の自律性と安定性が増す。第二に、企業・個人・財団
等の支援者に対して、「博物館全体が寄付・協働を歓迎し、適切に活用する仕組みを持
っている」というメッセージを発信することができ、博物館への信頼と寄付文化の醸成
につながる。第三に、中間支援組織自身が伴走支援の実績を積み重ねることで、行政・
助成財団・企業パートナーからの評価が高まり、博物館振興団体自体の組織的価値と社
会的影響力が向上する。 

自組織のファンドレイジングと、会員館・加盟館のファンドレイジング支援は、車の
両輪である。中間支援組織がこの両輪を回すことで、博物館という文化・教育・観光・
環境保全等の担い手を支える博物館全体の基盤が強固なものとなり、社会における博物
館の価値そのものを高めることができる。 
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